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令和元年度人権教育開発事業  

会津坂下町事業実施計画並びに経過 

 

                                             

１ 調査研究のテーマ 

（１）調査研究のテーマ 

   互いのよさを認め、尊重し合う子どもの育成 

    ～自分も他の人も大切にし、安心して過ごせる園・学校をめざして～ 

 

（２）調査研究のテーマを設定した背景 

   本町では、足かけ１３年に及んだ教育施設適正配置事業が完了し、平成２５年度から幼稚園２

園、小学校２校、中学校１校の体制になった。再配置されてからこれまでは、特に小学校におい

て、教育課程等の共通性に配慮しながら教育活動を展開してきた。そして、魅力ある学校づくり

をより一層推進するために、「一つの学園構想」の具現化に向け、幼稚園－小学校－中学校が相

互に連携しながら“一貫性”“共通性”“継続性”のある１２年間を見通した「育ち」と「学び」

をつなぐ教育に取り組んでいる。 

普段の保育や授業の中でも、その取組の一つとして教師のコーディネートによる全員参加型の

授業づくりを行い、自分もそして他の人も大切にする授業を心掛けている。しかし、自分の大切

さとともに他の人の大切さを認めることができるために必要な人権感覚は、そう簡単に身に付く

ものではない。このような人権感覚を身に付けるためには、園や学校生活全体の中で自らの大切

さや他の人の大切さが認められていることを園児、児童生徒自身が実感できるような状況を生み

出すことが大切になってくる。それは、子どもたちが一人の人間として大切にされているという

実感を持つことができる時に、自己や他者を尊重しようとする感覚や意志が芽生えるからであ

る。 

そして、安心して過ごせる園・学校をつくるためには、互いのよさや可能性を認め合えるよう

にしたり、一人一人が大切にされる保育や授業が行われ、よさや可能性を発揮できるようにした

りすることが大切である。このような園や学校で育った子どもたちは、他の人とよりよく生きよ

うとする態度や集団生活における規範等を尊重して行動でき、具体的な人権問題に直面しても、

それを解決しようと実践的な態度として行動するに違いない。 

福島県では、東日本大震災に起因したいじめ、風評被害等、人権に係る様々な問題に現在も直

面している。本町においても「いじめ問題」をはじめとする人権課題が存在していることから、

子どもたちが互いにそのよさを認め合い、自他を大切にする園・学校づくりをとおし、子どもた

ちが安心して過ごせる園・学校を作っていきたいと考える。そして、家庭・地域とも連携を図り

ながら、一つの学園構想のもと、「自分も他の人も大切にする人権教育の推進」をめざし、本テ

ーマを設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育委員会委託 
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会津坂下町人権教育推進委員会（１１名） 

     会津坂下町立幼稚園長・小学校長・中学校長 

２ 調査研究の体制等 

（１）推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人権教育総合推進会議の構成             

所属・役職、資格、経験等 氏 名 

会津坂下町人権擁護委員（金上地区） 個人名  略 

会津坂下町人権擁護委員（川西地区）    同 

会津坂下町人権擁護委員（若宮地区）    同 

会津坂下町人権擁護委員（坂下地区）    同 

会津坂下町人権擁護委員（広瀬地区）    同 

会津坂下町立坂下南幼稚園・園長 平野 陽子 

会津坂下町立坂下東幼稚園・園長 村岡由美子 

会津坂下町立坂下南小学校・校長 冠木  誠 

会津坂下町立坂下東小学校・校長 神内  透 

会津坂下町立坂下中学校 ・校長 古川 一博 

会津坂下町立坂下南幼稚園・ＰＴＡ会長 個人名  略 

会津坂下町立坂下東幼稚園・ＰＴＡ会長    同 

会津坂下町教育委員会 

会津坂下町人権教育総合推進会議（２２名） 

会津坂下町人権擁護委員 

会津坂下町立幼稚園長・小学校長・中学校長  

会津坂下町立幼稚園・小学校・中学校 PTA 会長 

会津教育事務所担当指導主事 

会津坂下町人権教育実行委員（各園・各校人権教育担当、会津坂下町教育委員会指導主事） 

会津教育事務所 

坂下南幼稚園 

部 会 

教職員 

PTA 

坂下南小学校 

部 会 

教職員 

PTA 

坂下中学校 

部 会 

教職員 

PTA 
坂下東小学校 

部 会 

教職員 

PTA 

坂下東幼稚園 

部 会 

教職員 

PTA 

会津坂下町人権擁護委員・各行政区との連携・協力 

事務局 ： 会津坂下町教育委員会 

人権教育実行委員 各幼小中人権教育担当者（人権教育担当） 

         会津坂下町教育委員会（指導主事） 

『一つの学園構想』『一つの学園構想』『一つの学園構想』『一つの学園構想』    

“一貫性”“共通性”“継

続性”ある 12 年間を見通

した「育ち」と「学び」を

つなぐ会津坂下町の教育 



4 

 

会津坂下町立坂下南小学校・ＰＴＡ会長    同 

会津坂下町立坂下東小学校・ＰＴＡ会長    同 

会津坂下町立坂下中学校 ・ＰＴＡ会長    同 

福島県教育庁会津教育事務所・指導主事    同 

その他 実行委員６名 

（各幼稚園・各小中学校人権教育担当５名、会津坂下町教育委員会指導主事１名） 

 

（３）推進協力校の概要                 （平成３１年４月２６日現在） 

園・学校名 学級数 園児・児童・生徒数 

会津坂下町立坂下南幼稚園 ８学級（年少３学級、年中

３学級、年長２学級） 

全園児数：１７９人 

会津坂下町立坂下東幼稚園 ７学級（年少３学級、年中

２学級、年長２学級） 

全園児数：１２７人  

会津坂下町立坂下南小学校 １８学級（うち特別支援学

級３学級） 

全児童数：３８６人 

会津坂下町立坂下東小学校 １４学級（うち特別支援学

級２学級） 

全児童数：３０６人 

会津坂下町立坂下中学校 １４学級（うち特別支援学

級２学級） 

全生徒数：３９７人 

 

３ 調査研究の内容等 

（１）研究仮説 

 

 

 

 

 

  ① 安心して過ごせる園・学校とは 

   ○ 互いのよさや可能性を認め合える仲間がいる園・学校 

   ○ 一人一人が大切にされる保育や授業が行われ、互いによさや可能性を発揮できる園・学校 

   ○ 子どもたちにとって心地よい居場所がある園・学校 

  ② 家庭・地域が一体となってとは 

    各幼稚園、各小中学校においての家庭や地域との連携はもちろん、会津坂下町「一つの学園

構想」のもと、５つの教育施設が連携を図り、それぞれが子どもたちのために一体となること 

  ③ 自分も他の人も大切にする人権教育とは 

    人権教育とは、人権の精神の涵養を目的とする教育活動であり、人権教育を推進することが、

自分の大切さとともに他の人の大切さをも認めることができるということ 

  ④ 互いのよさを認め、尊重し合うとは 

    互いのよさを認めるということは、自分のよさも大切にしながら、他の人のよさも大切にす

ることである。互いのよさを認め合うことは、お互いを尊重することに通じるということ 

 （２）実施計画及び経過 

時 期 内 容 備 考 

４月 ５日 

 

 

 

４月 ９日 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・組織、推進計画等 

・人権教育の在り方についての共通理解 

 

人権擁護委員によるいじめ防止等の呼びかけ 

 

教育委員会 

参加者６人 

 

 

坂下中全校生 

 

「一つの学園構想」のもと、一人一人が安心して過ごせる園・学校をつくるため

に、幼稚園、小中学校、そして家庭・地域が一体となって自分も他の人も大切に

する人権教育を推進していけば、互いのよさを認め、尊重し合う子どもを育成す

ることができるであろう。 
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５月１０日 

 

５月１３日 

 

 

５月中旬 

 

５月３１日 

 

 

 

 

 

 

６月 ５日 

 

 

６月中旬 

 

 

 

 ６月２０日 

 

 

 

 ６月２１日 

 

 

 

 ７月１２日 

 

 

 

 

 

 

 

７月１６日 

～１９日 

 ８月２１日 

 

 

 

８月２２日 

 

 

 

 

弁護士による「いじめと人権を考える」講話 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・各園、各校での取組について 

 

第１回ハイパーＱＵ 

 

基礎学力向上推進会議第１回チーム会議 

・学力向上チーム、家庭教育チーム 

・組織、幼小中連携、会津坂下町「学びのスタイル」の

確認 

人権教育実行委員会 

・１学期の取組について 

 

第１回人権教育総合推進会議 

・今年度の計画について協議・検討 

 

人権啓発のための花いっぱい運動 

・人権擁護委員のよる講話、花植え 

人権作文コンクール参加 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・人権教育講演会、基礎学力向上推進会議授業研究会（人

権教育授業研究会）について 

 

授業づくり研修会（国語科） 

講師：福島大学附属小学校教諭 今野智功 様 

国語科示範授業：第３学年「道具を使う動物たち」 

 

基礎学力向上推進会議第２回チーム会議 

・基礎学力向上推進会議授業研究会（人権教育授業研究

会）「指導案検討会」 

人権教育実行委員会 

・１学期の取組と２学期の取組について 

（アンケート調査、人権教育講演会、研究発表会 等） 

・各園、各校の取組についての意見交換 

 

人権教育指導者養成研修参加 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・基礎学力向上推進会議授業研究会（人権教育授業研究

会）について 

 

人権教育講演会   

講師：法務少年支援センター仙台所長 紀惠理子 様 

演題：心をはぐくむ～問題行動の理解と支援～ 

 

 

坂下中１学年 

 

坂下南小 

参加者６人 

 

小中学校 

 

坂下南小 

参加者９０人 

（幼小中全職員参加） 

 

坂下南小 

参加者６人 

 

健康管理センター 

参加者２２人 

 

幼小中学校 

 

坂下中全校生 

 

坂下東小 

参加者６人 

 

 

坂下南小 

参加者９０人 

（幼小中全職員参加） 

 

坂下東小 

参加者９０人 

（幼小中全職員参加） 

坂下東小 

参加者６人 

 

 

 

独立法人教職員

支援機構 ２名 

坂下中 

参加者６人 

 

 

道の駅 

参加者８０人 

（幼小中職員・人権教

育総合推進会議委員

参加） 
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９月 ４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月１２日 

 

 

１０月初旬 

 

１０月 ８日 

 

 

 

１０月１５日 

 

 

１１月 １日 

 

１１月上旬 

 

１１月１９日 

 

 

 

１１月２８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎学力向上推進会議授業研究会（人権教育授業研究会） 

・坂下東幼稚園、坂下東小学校公開授業 

 学級活動 第６学年「仲裁者になる勇気をもって！」 

幼小連携・生活科 年長・小２「いっしょにつくろう」 

 算 数 科 第５学年「整数の性質を調べよう」 

 外国語活動 第５学年「Unit2 When is your birthday?(We Can1)」 

・授業分科会 

 指導助言者 

 福島県教育庁義務教育課指導主事 藤原  謙 様 

 福島県教育庁義務教育課主任指導主事 博多 弘泰 様 

 福島県教育庁義務教育課指導主事 平塚  学 様 

 福島県喜多方市立慶徳小学校長 石田 秀喜 様 

 福島県河沼郡湯川村立湯川中学校教頭 鈴木 雅彦 様 

・人権教育講話会  

講師：福島県教育庁義務教育課指導主事 藤原   謙 様 

演題：人権教育の視点から授業を考える 

※アニメ「めぐみ」視聴 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・人権教育研究発表会のスケジュールについて 

 

意識調査の実施（教職員・保護者・児童生徒） 

 

授業づくり研修会（算数・数学科） 

 講師：新潟大学附属新潟小学校教諭 岡田 健 様 

 内容：授業づくりで大切にしていること 等 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・人権教育研究発表会について 

 

町少年の主張大会 

 

第２回ハイパーＱＵ 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・人権教育研究発表会について 

 

 

福島県人権教育推進協議会 

 

会津坂下町人権教育研究発表会 

・坂下中学校公開授業  

道徳科  第１学年「迷いを乗り越えて」 

学級活動 第２学年「多様な性について考え、理解しよう」 

英語科  第３学年「Striving for a Better World」 

・授業分科会 

 指導助言者 

 

坂下東幼・東小 

参加者９０人 

（幼小中職員・人権教

育総合推進会議委員

参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂下南幼 

参加者６人 

 

幼小中学校 

 

坂下中 

参加者９０人 

（幼小中全職員参加） 

 

坂下東幼 

参加者６人 

 

坂下中 

 

小中学校 

 

坂下南小 

参加者６人 

 

 

中央公民館 

参加者２０人 

坂下中学校 

（県内公開：参

加者１４０名） 
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１２月～１月 

 

２月中旬 

 

 

 

 

 

２月１８日 

 福島県教育庁義務教育課指導主事 藤原  謙 様 

 福島県教育庁義務教育課指導主事 渡部真喜子 様 

 福島県教育庁会津教育事務所指導主事 佐藤 容子 様 

・人権教育講演会   

講師：フリーアナウンサー  大和田 新 様 

演題：震災、命、絆 

 

人権教育のまとめ 

 

第２回人権教育総合推進会議 

・令和元年度の取組についての報告 

・実践報告書配布（町内及び会津教育事務所管内幼小中 等） 

・人権教育リーフレット配布（町内幼小中 等） 

・人権啓発カラーホルダー配布（町内幼小中 等） 

 

推進委員会（園長・校長会） 

・今年度のまとめと２年間の成果と課題について 

 

 

 

 

 

 

 

幼小中学校 

 

健康管理センター 

参加者２２人 

 

 

 

 

坂下中 

参加者６人 

（３）調査研究実施方法・検証・評価・普及 

  ○ 町内の５つの幼稚園・小中学校において、自分も他の人も大切にする保育・授業を実践する

ために、５つのＫ（「か 活躍させる」「き 共感・共有させる」「く 比べさせる」「け 決定

させる」「こ 声を出させる」を大事にした保育・授業の実践を行う。 

（検証・評価・普及） 

  ① 公開保育、公開授業時における園児、児童生徒の保育・学習状況の把握 

   ○ 公開保育、公開授業時において、参観した教職員・保護者・人権教育総合推進会議員・地

域住民に対してのアンケートを実施し、保育、授業を通して園児、児童生徒の人権意識・人

権感覚の状況を評価する。 

  ② 意識調査の実施における人権意識や人権感覚の変容の把握 

   ア 児童生徒に対する人権に関する意識調査の実施とその分析による人権意識の変容の把握

（平成３０年度と令和元年度の人権意識の変容） 

   イ 教職員・保護者に対する人権に関する意識調査の実施とその分析による教職員の指導意識

と家庭における人権意識の変容の把握（平成３０年度と令和元年度の人権意識の変容） 

   ウ ハイパーＱＵによる要支援児童生徒及び児童生徒への支援内容の把握（年２回実施） 

  ③ 事業実施による成果と課題を実践報告書としてまとめ配付することにより、他地域への普及

・啓発を図る。町内においては、幼小中全園児・児童生徒に対して人権教育推進のリーフレッ

トを配布することで、本町の人権教育推進に関する意識を高める。 

  ④ 委託期間終了後も、自分もそして他の人も大切にする授業を心掛けるとともに、各校の人権

教育全体計画をもとにして、計画的、継続的に人権教育を推進できるようにする。 
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２ 会津坂下町人権教育実践の記録 

(1) 幼稚園・小学校・中学校の実践事例 

   ① 坂下南幼稚園の実践 
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１ 坂下南幼稚園の教育目標 

  

 

 

２ 人権教育に関する目標 

 

 

 

 

 

 

３ 坂下南幼稚園の取組 

（１）実践計画 

月  日 内    容 備 考 

 ４月 今年度の計画作成 職員 

４月～３月 あいさつ運動 

ホワイトボードを活用した予定表の掲示 

５Ｋを意識した保育の実践 

全学年 

全職員 

５月～ 花植え・栽培活動・地域の人との連携活動 

・花壇やプランターに花を植える 

・ジャガイモ・サツマイモ・枝豆・夏野菜の栽培 ザル菊植栽 

全学年 

 

５歳児 

６月 ４日 園内研修 「実践例１」 

・地域の方に親しみをもってかかわりながら、枝豆の栽培をする 

５歳児 

６月１２日 園内研修 

・ひまわりの栽培に興味や関心を持つ 

４歳児 

６月２４日 人権啓発「花いっぱい運動」 

・人権擁護委員の方のお話と花の苗植え 

全学年 

６月２８日 園内研修 

・友達と一緒に活動することを楽しむ 

３歳児 

９月１４日 祖父母感謝会 

・人権擁護委員の方のお話とふれあい遊び 

全学年 

９月１９日 要請訪問 授業研究 

・「幼児理解に基づいた評価の在り方」 

全学年 

９月２５日 園内研修 「実践例２」 

・友達と一緒に遊ぶ中で約束やルールがあることを知る 

３歳児 

１０月 ３日 園内研修  

・運動会に興味を持ちながら活動に楽しく参加する 

４歳児 

１０月２５日 園内研修 

・遊びの中で友達に自分からかかわり、繰り返し楽しんだり、自

分なりの表現を楽しんだりする 

３歳児 

１１月１４日 園内研修 

・みんなで一緒に活動する楽しさや友達とつながるこことの良さ

を感じる 

４歳児 

１２月１７日 園内研修 

・生活の中で文字や記号に関心を持ち、取り入れて遊ぶ 

５歳児 

１月 ７日 研究のまとめ  

 

友だちとなかよく元気に遊べる子を育てる 

○安心して過ごせる園・学校を目指す 

○地域・家庭が一緒になる 

○自分も他の人も大切にする 

○互いのよさを認め、尊重し合う 

一人一人の幼児が、環境に関わりながら自己を発揮し、主体的に楽しく活動できる子どもの育成 

○げんきな子  ○なかよく遊べる子  ○考える子 
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（２） 人権を意識した保育の実践 

実践事例１ 「豆博士と一緒に枝豆をまいたよ」 地域の方に親しみをもってかかわりながら、 

３年保育 ５歳児 栽培活動に取り組み、生命の大切さに気付く保育 

令和元年６月 保育者 藤川 美枝 

＜幼児の姿＞                           

○ クラス構成 ５歳児２７名（男児１３名 女児１４名） 

○ 年長児としての自覚を持ち、当番活動を意欲的に行ったり、年少児にやさしくしようとしたりしてい 

る。 

○ 登園するとすぐ水やりを行い、自分たちで植えた栽培物の生長を楽しみにしながら世話をしている。 

＜教師の願い＞ 

○ 地域の方に親しみをもってかかわり、人とかかわる楽しさを感じてほしい。 

○ 枝豆の栽培についての話を聞いたり、種まきを体験したりしながら、枝豆への興味・関心をもち、生長 

  や収穫への期待、大切に育てようとする気持ちを持ってほしい。 

 

○幼児の姿    幼児の変容 ★環境構成  ●教師の援助     教師の思い 

 

６月４日  

枝豆の種まき 

 

○豆博士から枝豆についての話を聞き、枝豆に興味

を持つ。 

 

 

 

○知っていることや思ったこと、感じたことを発言

したり、質問したりする。 

 

 

○友達とペアになり実際に枝豆の種まきをする。 

 

 

 

 

 

 

 

★栽培活動のお手伝をしてくださる地域の方（豆博

士）を紹介し、活動内容を知らせる。 

 

 

 

★枝豆の栽培についての話は、豆博士と一緒にクイ

ズ形式で話を進めるようにし、「みる」「さわる」「に

おいをかぐ」「ほかの種と比べてみる」など五感を使

いながら幼児の興味、関心、知的好奇心を育んでい

く。（５Ｋ：比べる、声を出させる） 

●興味を持ったことや気づいたことなど、大切に受

け止め、共感していく。（５Ｋ：共感） 

★「どんなふうにまいたら、えだまめさん喜ぶか

な？」と問いかけ、どんな風に生長してほしいか、

どのように世話をしていくか話し合いの場を設け

る。（５Ｋ：声を出させる、共有、共感） 

 

 

 

 

●やさしい気持ちで種まきができたことや大切に育

てようとしている気持ちを認め、枝豆のこれからの

成長や収穫への期待を持たせるよう言葉かけをす

る。また、お世話になった豆博士に感謝の気持ちを

 

豆博士とネーミングすることで、地域の方に親

しみをもってかかわってほしい。 

種まきの方法だけでなく気持ちも大切である

ことを考えてほしい。植物も自分たちと同じ生

命を持っていることや成長していることに気

づいてほしい。 

「さみしくないように一緒にまこう」「やさし

くお布団かけてあげよう」など、一緒に教えて

もらったことを友達と伝え合い、気持ちを込め

ながら種まきをする姿が見られた。 

「お水いっぱい飲んで大きくなってね」とやさ

しく声をかけながら水やりする姿が見られ、生

長を楽しみにしている。 
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６月５日 

○グループごとに昨日教わったことを発表する。 

 

 

 

 

 

○ペアになり、ゆり組と一緒に枝豆の種まきをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もてるよう言葉かけをする。 

 

 

 

★昨日豆博士に教えてもらったことを、今度は自分

たちが「豆先生」としてゆり組に教えながら一緒に

種まきをすることを提案する。（５Ｋ：活躍） 

★昨日教わったことを発表できる場を設ける。 

（５Ｋ：活躍） 

●自分なりの言葉や動きで伝えようとしている姿を

認め、幼児が主体となり活動できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜考察＞ 

・ 地域の方と一緒にクイズ形式で取り組んだことで、枝豆の生長に興味・関心を持つことができ、植物も

自分たちと同じ生命を持っていることに気付くことができた。また、やさしく教えてもらったことでうれ

しさを感じ、人とかかわる楽しさを感じることができた。 

・ 学年間で教え合ったことで、人の役に立つ喜びを感じることができ、自己肯定感につながったと思う。

また、互いの良さにも気付き、思いやりの気持ちも育ってきた。 

相手に伝わるうれしさを感じ、自信を持ってほ

しい。 

人の役に立つ喜び感じながら、相手を思いやる

気持ちを持ってほしい。 

 

「こうするといいよ」「やさしくお布団かけて

あげるんだよ」など教わったことを丁寧に伝え

やさしくかかわったり、「じょうずにできたね」

と相手を認めたりする姿が見られた。 

 

「ぼくたち、昨日やったからゆり組さんやって

いいよ。」と譲ったり、手伝ってあげたり、相

手を思いやる気持ちが見られた。 

「ありがとう」とお礼を言われ嬉しそうにして

いた。 

ゆり組さんのために、教わったことを自分なり

の言葉で友達に伝えようとする姿が見られた。 

頼られることで、自信をもってかかわる姿が見

られた。 
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実践事例２ 「かみなりゲームをしよう！」友達と一緒に遊ぶ中で、約束やルールがあることを 

３年保育 ３歳児 知り、一人一人が体を動かすことの楽しさを感じながら活躍できる保育 

＜幼児の姿＞                         令和元年 ９月 保育者 大橋 莉子 

○ クラス構成 ３歳児１９名（男児９名 女児１０名） 

○ 運動会のことを少しずつ理解し始め、いろいろな運動遊びに興味を示している。 

○ 遊びや生活では個人差があり、教師の言葉かけや援助が必要な幼児がいる。 

○ 活動に抵抗を示し「やりたくない」と泣くなど活動に参加できない幼児がいる。 

＜教師の願い＞ 

○ 伸び伸びと体を動かすことを楽しんでほしい。 

○ 友達と一緒に遊ぶ中で約束やルールがあることを知ってほしい。 

○幼児の姿    幼児の変容 ★環境構成 ●教師の援助    教師の思い 

・運動遊びをする。（ダンス） 

 「はとぽっぽ体操」「ようこそ日本へ」 

 

・かみなりゲームをする。 

○教師の「ゴロゴロドカン！」の合図で床におへそを 

隠す（うつぶせになる）。 

 

○ゲームに楽しそうに参加する幼児がいる一方で、 

ルールが理解できず戸惑いを見せる幼児もいる。 

 

○ルールの確認をみんなで行い、もう一度ゲームをす

る。 

 

 

 

 

 

 

・マット遊びをする。 

・かみなりゲームの動きを使ってマットの上をゴロゴ

ロと転がる。 

 

 

 

 

★机を片づけ、保育室を動きやすい場とする。 

●教師も一緒に踊り、楽しい雰囲気に誘われて、

みんなで一緒に踊ることを楽しめるようにする。 

●導入でかみなりの絵本を用いてイメージをもて

るようにする。 

●マット遊びの際にする動きを使ってゲームをす

る。 

 

 

★幼児が、話に集中できるように一か所に集まる。 

●教師が一方的に説明するのではなく、幼児の声

を取り入れたり、見本として幼児を指名したりし

て一緒にルールを確認する。（５Ｋ：活躍させる、

声を出させる） 

●「～くんいいね！」と名前を言いながら幼児を

認め、ゲームが盛り上がるように声の大きさやス

ピードを変化させる。（５Ｋ：比べさせる） 

 

★マットを準備する。 

 

 

★日頃からやっている両足飛びやタンブリン鳴ら

しを掛け合わせてサーキットにし、達成感を味わ

えるようにする。（５Ｋ：活躍させる） 

 

 

戸惑っている幼児も体を動かすことを楽しんで

ほしい。 

友達の見本を見て、遊び方を理解し積極的に遊びに

参加できた。見本を見せた幼児もみんなから拍手を

もらい嬉しそうな表情をみせる。 

運動会の競技で行うマット遊びを取り入れ、体

を動かす楽しさを味わってほしい。 

幼児が大好きな両足飛びやタンブリン鳴らしがあ

ることでマット遊びにスムーズに挑戦する姿がみ

られる。 
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○初めて行うマット遊びに抵抗を示し、不安な表情を

見せる幼児がいる。 

 

 

 

 

 

 

○振り返りをする。 

○活動の楽しさを表現したり、次の活動（運動会）に

期待をもったりする。 

 

 

 

 

 

●不安な様子の幼児には「一緒にやってみよう。」

と言葉かけをするなど個に応じて援助をする。 

 

 

 

●「できたね！すごいね！」と声をかけ、自分か

らやってみようとする気持ちを認めて満足した活

動となるようにする。（５Ｋ：共感する） 

●感想を聞いて、活動の楽しさを友達や教師と共

有する。（５Ｋ：共感、共有する） 

 

 

＜考察＞ 

・ いきなりマット遊びをするよりも、かみなりゲームの動きを使ってマット遊びをすることで幼児が安心

して活動に取り組むことができたと思う。また、両足飛び、タンブリン鳴らし、マット遊びなど一つの活

動に何種類も動きを入れたことで、体を動かすことが苦手な幼児も活躍できる場面を増やすことができた。 

・３歳児として運動機能が発達し、いろいろなことができるようになる一方で「できないかもしれない」と

不安を感じてしまう幼児もいるので、教師は不安を受け止めると同時に「できるよ」「すごいね！」と励ま

していくことが大切である。 

・活動や教師の援助の中に５つの Kを意識し実践していくことで、３歳児でも自分の動きに自信を持ったり

友達の良いところに気づいて自分なりにやってみようとしたりする姿が見られた。 

 

 

 

 

「もう一回やりたい！」「できた！」と言ったり、

友達に「がんばれー！」と声をかけたりして、全員

が活動に楽しく参加する姿が見られた。 

マット遊びが運動会の親子競技で行うことを知り、

「運動会楽しみ！」「頑張る！」など運動会へ期待

をもつ様子が見られる。 

一人一人の頑張りを丁寧に受け止めて、幼児が

いろいろなことに挑戦する気持ちをもてるよう

にしたい。 
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（３）人権が尊重される環境づくり 

①「安心して過ごせる園」を目指した実践 

○「あいさつ運動」として玄関ホールであいさつをしながら園児を迎え、保護者と言葉を交わし

ながら気軽に相談できるようにしている。また、バス乗降所が完成したことにより、安心・安

全なバス通園による登降園ができるようになった。 

 

 

 

   

 

 

 

 

○ 誰もが分かりやすい表示の工夫をすることで、文字が分からなくても行動できる環境づくり

をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 年間計画を立てて、交通安全教室・火災避難訓練・地震避難訓練・ＩＣＢＭ避難訓練・幼年

消防クラブによる火災予防啓発運動を行い、命を守る行動ができるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「地域・家庭が一体」になるための実践 

○ 地域の人材を活用した畑つくり、中村地区のザル菊植栽活動、桃の収穫体験など、地域との

連携を大切にしている。会津農林高校の生徒と一緒にさつまいもの栽培と収穫を行い、連携活

動を取り入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の予定は絵カードで表示 声の大きさは、動物で表示 時計の読み方は数字で表示 

一般車が入らない場所で安全なバスの乗降 保護者との会話 

地震避難訓練 親子交通安全教室 幼年消防クラブによる防火パレード 

「桃狩り」地域の方の畑で収穫

体験をさせていただきました 

「じゃがいもの収穫」 

土の中で大きくなったね 

地域の畑の先生とじゃがいも

植え「大きくなりますように」 
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○ 保護者による奉仕作業を行い、家庭の協力を得ながら安心して遊べる環境づくりをしている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

③「自分もほかの人も大切にする人権教育」の実践 

○ 人権擁護委員の方による人権啓発活動でお話を聞いたり、花いっぱい運動に取り組んだりす

ることで、決まりを守ることの大切さに気付いたり、生き物を大切にする気持ちが育ったりし

てきた。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 祖父母感謝会や高齢者施設寿楽荘訪問、町の敬老会に参加し、高齢者と触れ合いを行ってき

た。世代間交流を持つことで、やさしさに触れ、思いやりの気持ちを持つことが出来た。 

 

 

 

 

 

 

会津農林高校の生徒さんと 

さつまいもの栽培と収穫 

中村地区の皆さんとザル菊

の栽培 

地域の人材「豆博士」と枝

豆の栽培と収穫 
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④「互いの良さを認め、尊重し合う」実践 

○ ５Kを意識した日々の保育（活躍・共感・比べる・決定・声に出す）を行い、一人一人の自

己肯定感を育てるとともに、互いの良さを認め合えるようにしてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○人権に関する図書コーナーの設置         ○壁面を活用した掲示の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 成果と課題 

① 成果 

○ 教師が人権を意識し、一人一人を温かく受け入れてきたことで安心して生活し、様々なこと 

に興味・関心を持つことが出来るようになった。 

○ 会津坂下町の「学びのスタイル」の５Ｋを日々の保育の中で意識して実践してきたことで、

伸び伸びと園生活を送り、自己発揮できるようになった。また、友達の頑張りや良さに気付き、

認め合う姿が見られるようになった。 

○ 地域の人との交流や世代間の交流を通して、やさしさに触れることが出来、互いの良さに気

付き、思いやりの気持ちが育った。 

 

② 課題 

○ いろいろな幼児や保護者がいる中で、人権の大切さを伝えることは難しかった。教師が人権

意識を高めていくことが大切であると感じた。 

○ 幼児同士が互いの良さに気付けるようにするには、教師が今まで以上に一人一人の育ちに目

を向け、認めていくことが大切だと感じた。 

 

おうちに人に、わが子の良いところを書いてもらい、壁

面に掲示した。 

サロンの目につきやすいところに、人権絵本

コーナーを設置した。 

「どっちが大きい？」 

「こっちのほうが大きいよ」 

比べる・共感・決定 

「集会活動での発表体験」 

活躍・声に出す・共感 

 

「潜れるようになったよ」 

「○○君すごいね」 

活躍・共感・比べる 
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２ 会津坂下町人権教育実践の記録 
(1) 幼稚園・小学校・中学校の実践事例 

   ②  坂下東幼稚園の実践 
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１ 坂下東幼稚園の教育目標 

 

 

 

２ 人権教育に関する目標 

・ 友だちと様々な経験を重ねる中で、して良いことや悪いことがわかり、相手の気持ちに気付い

て行動できるようになる。（道徳性・規範意識） 

・ 友だちと一緒に考えたり、工夫したり、協力したりすることが楽しくなる。（協同性） 

・ 地域の身近な人とふれあう中で、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみを持つようになる。

（責任・役割・人とのかかわり・豊かな体験） 

 

３ 坂下東幼稚園の取組 

（１）実践計画 

月   日 内     容 備 考 

４月～ 計画作成 

親子ふれあい遠足 

みーっけた活動 

誕生会や集会活動で活躍の場の設定 

 

年中・年長親子 

５月～ 

 

 

幼・小連携活動（年長と１年生） 

飼育活動（メダカ・カイコ・オタマジャクシ） 

栽培活動（ジャガイモ・サツマイモ・夏野菜） 

    

 

 

６月 18・19 日 

２８日 

  ２５日 

地域交流「サクランボ狩り」 

人権擁護員の方と栽培活動（花の苗植え・水やり） 

園内研修「公開保育」 

人権擁護委員 

年中・年長 

年長 

７月 ２日 

１０日 

  ２０日 

  ２０日 

  １７日 

地域交流「太鼓の練習」 

親子ふれあい「よい歯の子の教室」 

親子ふれあい夏祭り 

人権擁護委員の方と職員によるコラボ人権教育 

園内研修「公開保育」 

数回実施 

全園児親子 

全園児親子 

人権擁護委員 

８月３０日 園内研修「公開保育」  

９月 ４日 

  ２０日 

２０日 

  ２５日 

人権教育授業研究会 

地域交流「介護施設慰問」 

親子ふれあい遠足 

園内研修「公開保育」 

２年生・そらくみ 

年長 

年少親子 

１０月１１日 

   １６日 

   ３０日 

園内研修「公開保育」 

地域交流「リンゴ狩り」 

園内研修「公開保育」 

  

年中 

１１月２５日 地域交流「ごんぼについてのお話を聞く」 年長 

１２月 ４日 園内研修「公開保育」  

１２月２３日 研究のまとめについて  

１月１０日 地域交流「団子さし」  

幼・小連携活動 14 回 幼・中交流活動１回 幼・幼交流活動１回 絵本の読み聞かせ 5回 

 

 

 

一人一人が、環境にかかわりながら自己を発揮し、主体的に楽しく活動できる子どもの育成 

    ○げんきな子  〇なかよくあそべる子  ○かんがえる子 
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（２）人権を意識した保育の実践 

実践事例１ ２年生との交流活動を通して、小学生に優しく教えてもらいなが

ら一緒に工夫し、協力しておもちゃを作りをすることで、就学に

期待し、小学生は自分の成長に気付かせていく保育・授業 

３年保育５歳児と小学２年

生（幼小連携） 

          令和元年９月４日（水）   

指導者 坂下東幼稚園 年長そら組担任 佐瀬 順子（男１１名 女１２名） 

     坂下東小学校 ２年１組担任  小林 るみ（男１２名 女 ９名） 

  
 

１ 坂下東幼 期のねらい（Ⅲ期 ９～１０月） 

 ○ 戸外で体を十分に動かし、友達と一緒にルールを守って遊びや生活を進める楽しさを味わう。 

 ○ みんなで行う活動を楽しみながら、友達のよさに気付き、様々な友達への親しみを広げる。 

 ○ 目的に向かって、力いっぱい取り組む心地よさや、やり遂げた満足感を味わう。 

 

２ 幼児の姿 

 ○ 友達と一緒に、遊びに必要な物を準備したり、作ったりしてイメージを共有し、工夫しながら

遊びを進める姿が見られる。 

○ 小学生と砂遊びやプール遊びなど交流活動を通して、就学へ期待する気持ちや憧れの気持ちが

高まっている。 

 ○ 鉄棒や跳び箱を通して年中児とかかわり、やり方や約束を優しく教え喜んで面倒をみている。 

  
 

３ 児童の姿 

 ☆ 生活科の学習では、野菜作りや町探検を行ってきた。毎日うれしそうに自分の野菜に水やりを

したり、友達と協力して調べ学習をしたりと、意欲的に取り組む姿が多く見られた。 

 ☆ 校外の学習でもルールを守って、仲よく学習しようとする児童が多い。 

 ☆ 下学年とのふれ合いでは、積極的に面倒を見ようとする児童が多いが、まだ自分のことで精一

杯で、自分から関わることが難しい児童もいる。 

 

４ 本日のねらいと内容（○幼稚園 ☆小学校） 

 ○ 動くおもちゃに関心を持ち、２年生とかかわりながら一緒に作ることを楽しむ。 

 ○ ２年生とのかかわりを通して、優しさに気づき就学への期待と憧れの気持ちを持つ。 

 ☆ 幼稚園児への関わりを通して、自分の成長に気づく。 

 ☆ おもちゃの作り方を幼稚園児に教えて一緒に作ったり遊んだりしながら楽しく交流する中で、

園児の気持ちを考えながら接する。 

  
５ 人権教育との関連（○幼稚園 ☆小学校） 

 ○ おもちゃ作りの中で、２年生の優しさを感じながら、小学生への憧れの気持ちをもてるように

する。 

 ○ ２年生とのかかわりを通して、工夫の仕方に気づき、教えてもらいながら作って出来た時の嬉

しさや、感謝の気持ちが持てるようにする。 

 ☆ 幼稚園児にわかりやすく優しくおもちゃ作りを教えることで自分に自信を持たせ、自分たちの

成長にも気づくことができるようにする。 

 ☆ 幼稚園児とのふれ合いを通して園児の頑張りを認めたり励ましたりすることで、他の人を認め

る態度を育てていく。 
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６ 本日の活動「 いっしょにつくろう 」 （次項別紙参照） 

 

 

 

 

７ 当日の保育の様子 

    
  

   
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 考 察（○幼稚園 ☆小学校） 

 ○ ２年生とのかかわりを通して優しさを感じ工夫するとおもちゃができることを知ることができ

た。 

○ 教えてもらったことを活かして遊びを展開していた。 

 ☆ 幼稚園児とのかかわりを通して、自分の成長に気づくことができるようになってきた。  

☆ おもちゃの作り方を園児に教えて一緒に作ったり遊んだり楽しく交流する中で、園児の気持ちを

考えながら接することができた。 
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実践事例２ 友だちと一緒に心地よく生活し、遊びが楽しくなっていく実践 『ぼくは 

休むんじゃなくて応援するの！』 ２年保育 ４歳児 

令和元年６月６日(木) 保育者 正岡 佑香 

＜幼児の姿＞ 

○ クラス構成 ４歳児１８名（男９名 女９名） 

○ 運動遊びの場を設定しても、体を動かすことに抵抗を示す幼児がいる。一方で年長児 

  の姿にあこがれの気持ちを持ち跳び箱や鉄棒に挑戦し、できないところを友だち同士で伝え、励ま

し合う姿が見られる。 

＜教師の願い＞ 

○ 教師友だちと一緒に遊ぶ楽しさ味わってほしい。 

○ 体を動かす楽しさを感じてほしい。    

                         ◎    特に人権に関すること 

・幼児の姿 ●環境構成 ★教師の関わり 

・男児チーム 9名 女児チーム 7名に分かれ、マーカー

コーンをひっくり返すゲームをする。 

・1回戦目は各チーム 4人ずつ代表でゲームをする。 

・1回戦行った幼児は、まだやっていなかった幼児の元 

へ行き、タッチをして交換する。 

・2回戦目は男児チーム 5人女児チーム 3人が準備をす 

る。 

・相手チームの人数を数え、自分のチームの人数と比べ 

る。 

・人数が違うことに気がつき、教師の「どうしたらいい 

かな」の問いかけに答える。 

 

・男児チームは「（女児チームが）少ないから増やして

いいよ」と話をする。 

・女児チームは「どうしよう」と言いながら、1回戦で

行った女児を全員連れてきてしまい、7名になってし

まう。 

・男児チームは同じ 7 人になるように２人増やそうと

話をする。 

・A男「僕は B男と C男がいい。だって勝てそうだも 

ん」 

・D男「おれ、E男と F男」 

・E男「誰かがお休みすればいいんじゃないの？」 

・名前を呼ばれた B男、C男、E男、F男はやる気満々

で、「ぼく、やるよ！」と話をしている。 

・みんな誘いたいけど人数が合わなくなるため困っている。 

◎「E男休んでくれるの？」の問いかけに首を横に振る。 

◎休んでもいいよと手を挙げる幼児はいない。 

◎E男「休むんじゃなくて、応援するの！」 

 

 

 

●全員で行うと混み合い、けがにもつながることが予想され

たため、各チーム同じ人数を呼び、行う。 

 

★2回戦目は「今やらなかったお友だち出てきてね」と伝え

る。 

★各チームの人数を数え、人数の違いを気が付けるようにす

る。 

 

 

 

 

 

女児チームはだれか二人を選ぶことはできず、みんなを連れ

てくる。優しさから全員連れてきたのだろうな。 

★幼児の考えを聞きながら、今の状況を言葉で伝え「どうし

たらいいと思う？」と幼児に問いかけ、一緒に考える。 

★女児チームも作戦会議をしてみようと提案する。 

男児チームにいるそれぞれの意見を聞きながら、チームのみ

んなが納得し、気持ちよくゲームが進めるようにしていきた

い。人数が違う時に、「増やせばいいよ」と発言があったこ

とから、人数の違いには気が付いているので、どんな方法で

同じ人数にするか、考えられるのではないかな？ 

 

 

★「E男休んでてくれるの？」本児にやらなくていいのか確

認をする。 

★「E男は、誰かがお休みすればいいんじゃないの？って言

ったんだけど、誰か休んでくれる人いる？」と男児チーム

幼児の変容 教師の思い 

人数の違いに気が付き、どうしたらいいか、どんな方法

があるか考えるきっかけになればいいな。 
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・教師の問いかけに F 男も「僕も応援する」と手をあ

げる。 

・女児チームは「力を合わせて頑張るぞ！えいえいお

ー！」と円陣を組んで盛り上がる。 

・人数もそろい、2回戦が始まる。 

・E男・F男はみんなが見える場所に移動し、大きな声

で応援をする。 

・男児チームと女児チームどちらが多かったか、マーカ

ーコーンの数を数える。 

・男児チームが勝ち、喜ぶ。女児チームは負けて悔しが

る。 

・教室に戻り、G子が「先生、負けて悔しかった」と話

抱きついてくる。 

・G子が「先生 H子も」「I子も」と指を指す。 

・女児チームのみんなが、近くに寄ってきて一人ずつ教

師と抱き合う。 

・「悔しいよね」「次は勝とうね」などと女児チームで声

を掛け合っていた。 

みんなに聞く。 

◎休むということは見ているだけになってしまうが、応援す

ることで、自分も一緒に行っている。みんなの力になって

いるという役割を E 男は考えて発言しているのだなと思

った。 

 

★E男が「応援するの！」と話をしていたことをみんなにも

伝え、「E 男と一緒に応援してくれる人はいるかな？」と

聞く。 

 

★男児チームは、応援に回ってくれた幼児のパワーもあって

みんなで協力したから勝てたのかな。女児チームも、「え

いえいおー！」をして、心が揃っていたから、次は勝てる

かもしれないね。と話をし、また行いたいと思えるように

話をする。 

 

 

★G子の気持ちに寄り添い、「悔しかったね」と抱きしめる。 

 

＜考察＞ 

○ 自分の役割を見つけることで、チームの一員として取り組みたいという思いが表れていた。また、

自分が経験した気持ちと、同じ気持ちの友だちがいることに気が付き、自分がしてもらったことを

相手にもやってあげたいという優しさが見られたと思う。 

○ 教師や友だちと一緒に考えたり、協力したりすることで、友だちとかかわって遊ぶことが楽しくな

っていく。このような経験をたくさん行えるようにしていきたい。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G子は女児チームみんな悔しかったことを知らせ、自分

と同じように抱きしめてあげてほしいことを伝えてい

た。相手の気持ちが分かり、自分がしてもらったことを、

相手にもしてあげたいと思ったのだろうな。 
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（３）人権が尊重される環境づくり 

①「安心して過ごせる園を目指した実践」 

○ 一人一人の成長に合わせて、保護者と共通理解のもと子育てしていこうとする意識を育ててい

る。また、担任以外のどの教師とも随時気軽に相談できるようにしている。  

   

 

  

 

 

 

 

 

○ 学年や年齢の壁を取り除いて活動する機会を計画的に取り入れている。年長児が年少児の面倒

を見ることで、年中児も優しく接することが自然にできるようになってきた。 

     

 

 

 

 

 

 

 

②「家庭・地域が一体となるための実践」 

○ 幼幼・幼小・幼中連携・交流を行っている。小学校との連携では、ねらい・目標・内容を明確

にしたことで、子どもたち同士の関わりもスムーズで、より親しみを持ち、就学に向けての期待

も高まってきた。  

 

 

 

 

 

   

 

○ 地域の方とのふれあいながら、町の特産物や伝統文化に親しみを持つことができた。  
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○ 高校生、中学生、小学生、保護者ボランティアなどに絵本の読みきかせにより、様々な絵本と

触れ合うことができた。  

 

 

 

 

   

 

 

 

○ 園行事に親子でふれあう活動を取り入れることで、笑顔で楽しさを共有することできた。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 ③ 「自分も他の人も大切にする人権教育」の実践 

  ○ 当番活動や飼育栽培活動を通して、自分の役割に責任を持って行えるようにしている。    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 保護者が沢山集まる夏祭りで、人権擁護委員の方に人権教育をしていただき、「どうするとよ 

いのかな？」の問いかけに、自分の考えや思いを話す機会を作ってきた。日常保育の中でも意識 

して考えをまとめることや話すこと、聞くことを大切にしている。  
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○ 保護者手作りの米ぬか雑巾を使って、床磨きをしている。また学期ごとに教室の大掃除を行い、

自分たちの園舎はみんなできれいにしようとする気持ちを育てている。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

④「互いのよさを認め、尊重しあう」実践 

○ 日常保育の中は５K「活躍させる」「共感・共有させる（うなづき・つけたし）」「比べさせる」

「決定させる」「声を出させる」を大切にしながら、教師がモデルとなって子どもたちに接してい 

 る。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

（４）成果と課題 

① 成 果 

・ 人権擁護委員の方と一緒に花の苗植えや夏祭りで寸劇を観賞したり、地域の方に収穫の喜び

を味わわせてもらったり、祭りに参加させていただくことで、人とのかかわりの心地よさから、

相手の気持ちに気付けるようになってきた。 

・ 年齢に応じて「順番を守る」「ルールを守る」「友達の話を聞く」など相手の気持ちや立場に

ついて具体的に伝えたり、協同遊びなどで相談する機会を作ってきたりすることでトラブルは

あるものの、グループやチームでの面白さを意識しながら、どのようにしたらより楽しくなる

か、自分たちで考えることができる幼児が多くなってきた。 

・ 挨拶や相手に対する配慮など、職員が意識して行うことで、保護者との信頼関係も築かれて

きた。 

② 課 題 

・ 人権教育は園と家庭が一体となって、同じようにかかわらなければ、幼児自身が混乱をする

場合があるため、今後も連携を図りながら健やかな成長につながるようにしていく必要がある。 

・ 職員同士が連携をさらに図りながら、全園児にかかわっていこうとする意識を高めていかな

ければならない。 
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２ 会津坂下町人権教育実践の記録 
(1)  幼稚園・小学校・中学校の実践事例 

   ③  坂下南小学校の実践 
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１ 坂下南小学校の教育目標 

 

 

 

 

 

 

２ 人権教育に関する目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 坂下南小学校の取組 

（１）実践計画 

月  日 内  容 備 考 

５月１７日（金） 小学校運動会の招待状を年長児に渡す。 １年生担当 

５月３０日（木） 年長児が相撲の練習を見学する。 ３年生担当 

６月１７日（月） ５年２組算数科研究授業（要請訪問）  

７月１１日（木） 年長児が水泳で交流する。（雨天のため体育館で交流） ５年生担当 

１０月１２日（土） １年生が幼稚園の運動会に参加する。  

１０月２３日（水） 園児が小学校の学習発表会予行を見学する。  

１１月 ５日（火） 「秋のおもちゃまつり」に園児を招待(１年)し、サポート(２年)する。 １・２年生担当 

１１月１５日（金） ２年１組算数科研究授業（要請訪問）  

１２月 ６日（金） 「動くおもちゃまつり」に年長児を招待する。 ２年生担当 

１月２１日（火） 幼稚園生と一緒に縄跳び等の運動遊びをする。 ４年生担当 

２月 ６日（木） 幼稚園生と一緒に運動遊び等で交流をする。 ６年生担当 

２月１８日（火） 幼稚園生の体験入学。学校見学や1年生との交流 １年生担当 

 

学学学学    年年年年    別別別別    人人人人    権権権権    教教教教    育育育育    目目目目    標標標標    

低学年 
○ 望ましい生活習慣を身につける。 

○ 信頼できる友だちを持ち，励ましあい，

高めあう。 

○ 日常生活の中で，人権尊重の意義を 

感じとれるような感性を磨く。 

中学年 
○ 目標を目指し，着実にやり抜く強い意

志を持つ。 

○ 身近にいる人に対して思いやりの心

や感謝の気持ちを培う。 

○ かけがえのない自他の生命を尊重す

る。 

高学年 
○ 個性を伸ばして充実した生き方を追

及する。 

○ 自他を認め合い協力してあって，集団

生活の向上に寄与する態度を育てる。 

○ 人間として生きることの喜びを見い

だすよう努める。 

「学びあう」「競いあう」「認めあう」未来を切り拓くばんげっ子の育成 

○よく考え、進んで学習する子ども 

○感動する心を持ち、思いやりのある子ども 

○明るく、健康でたくましい子ども 

人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、様々な人権問題を解決しようとする

児童を育てる。 

人権教育具体的目標（重点） 

○ すべての教育活動を通して、人権を尊重する教育の推進を図る。 

○ 教師と児童、児童と児童が、互いの人権を認め合うことができる人権意識・人権感覚の育成

の推進を図る。 
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（２）人権教育を意識した授業の実践 

実践事例１  わる数・商・わられる数の関係を考える学習活動の中で、５K を意識させ、全員が

活躍したり課題や学習の成果を共感・共有したりすることができる授業 第５学年 

令和元年６月１１日（火）授業者 藤田 瑞子 

１ 単 元 名 「小数のわり算を考えよう」（小数のわり算） 

 

２ 人権教育との関わり 

 〇 本学級では、よりよい学習集団を形成し「全員が参加できる授業づくり」をすることが、児童 

が体感的に人権の尊重について学べる機会であると捉えて授業を展開した。 

【【【【視点視点視点視点２２２２】】】】自他自他自他自他をををを大切大切大切大切にするにするにするにする学習活動学習活動学習活動学習活動のののの工夫工夫工夫工夫    

① 学ぶ楽しさを体感し、学習に積極的に臨む学級作り 

課題解決的な学習を通して、その楽しさを感じ始め、授業に前向きに取り組む様子が見られて

きた。これからも教師が、課題解決的な活動を意図的に取り入れたり、コーディネートしたりし

ながら、児童がさらに楽しさや意欲を高め、積極的に参加できるようにしたい。 

② ５Ｋを重視した授業 

５Ｋ（「活躍させる」「共有・共感させる」「比べさせる」「決定させる」「声を出させる」）を

意識しながら授業の中で指導をすることで、「みんなで学んでいる」という気持ちを高められる

ように努めてきた。本時においてもできる限り、このような活動を取り入れた。 

 

３ 本時の実際 

（１）本時のねらい 

・除数が１より大きい時や小さい時の、商と被除数の関係を考えることができる。 

（２）学習過程 

学 習 活 動・内 容 時間 活 動 の 様 子 

１ 本時のねらいをつかむ。 

 ・本時の問題を確認し、めあてをつかむ。 

 

○も1.2ｍの代金が 240円の赤のリボンと、0.8

ｍの代金が 240 円の青いリボンがありま

す。1ｍのねだんはそれぞれいくらですか。 

 

 

  

 

 

 15 ◯問題文を３つに分けられるように工夫するこ

とで、題意をつかみやすくし、児童は題意を

つかむことができた。（声） 

 

 

 

 

 

◯計算結果と既習事項のズレから、本時の課題

をとらえさせた。 

 

 

 

 

 

 

(め) 商がわられる数より大きくなった
り小さくなったりするのは、どんな時
かな？ 
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２ 解決方法を考え、自力解決する。 

（１）数直線を使って説明する。 

  

 

 

 

 

 

３ 互いの考えを発表し学び合う。 

（１）ペアやグループで自分の考えを伝え合

う。 

 

 

 

 

 

（２）全体で発表し合う。 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯導入から、数直線を使い指導してきたことで、

児童は数直線を使って、解決の見通しをもつ

ことができた。（決定） 

 

 

 

 

 

◯友達との交流を通して、自分の考えを伝えた

り、友達の考えにうなずいたりして共感でき

た。（活躍、共感・共有、比べる） 

◯友達との交流をノートに書く児童の様子。自

分では、なかなか解決できなかったが、友達

の考えを聞いて分かったことをメモをし理解

することができた。（共感・共有） 

 

４ 学習のまとめをする。        

（１）まとめる。 

 

  

 

 

 

５ 適用問題を解く。（教科書ｐ５４ △５） 

６ 本時の学習を振り返る。 

10 ◯子ども達の言葉によりまとめを作成した。 

 

 

 

 

 

 

◯適用問題を解き、本時の学習を理解できたか

どうか確認することができた。 

 

４ 授業の考察（成果○ 課題●） 

○ 既習事項とのズレから課題をとらえさせたことで説明してみたい

という意欲をもたせることができた。また、日常生活に結びつけて考

えさせるなど課題解決学習での工夫が、児童の意欲や学習内容の理解

につながった。 

○ ペアやグループ、全体での話し合いが一人一人の「活躍」や「共感・

共有」などの場になっていた。また、自力で解決できなくても、メモ

することで友達の考えを理解しようとする児童も見られた。お互いの

考えを理解したり尊重したりする様子が感じられた。 

● 数の大小関係等、児童はよく考えていたが、どう伝えたらよいか（説

明の仕方）が難しかったようだ。これからも、さらに児童に寄り添い

何をどう伝えたらよいか、具体的に指導をしていきたい。 

(ま) 小数でわるわり算では、１より大き

い数でわると商はわられる数より小

さくなり、１より小さい数でわると、

商はわられる数より大きくなる。 
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実践事例２  間違っていると感じる物事を見過ごさず、よいと思うことを進んで行う判断力

を育てる授業 第３学年 道徳 

                        令和元年９月１８日（水）授業者 矢島 岳人 

１ 主題名   正しいことは、はっきり言おう 内容項目Ａ（１）善悪の判断・自律・自由と責任 

  教材名  「心にひびくかねの音」  （「みんなの道徳３年」学研） 

 

２ 人権教育との関わり 

        【【【【視点視点視点視点１１１１】】】】人権人権人権人権にににに関関関関するするするする基本的基本的基本的基本的なななな知識知識知識知識についてのについてのについてのについての理解理解理解理解をををを深深深深めるめるめるめる工夫工夫工夫工夫    

    本主題では、間違っていると感じることに対して自分ならどうするかについての判断力を育て

ていく。本教材の登場人物の心の動きと照らし合わせながら、自他の人権を尊重し、物事を自分

のこととしてとらえ、他人に対して勇気をもって行動することの大切さに気づかせたい。 

        【【【【視点視点視点視点２２２２】】】】自他自他自他自他をををを大切大切大切大切にするにするにするにする学習活動学習活動学習活動学習活動のののの工夫工夫工夫工夫    

                全体で話し合う場面を設定したり、ネームプレートを使って自分の考えを決定させたりするこ

とで、自分の立場を表現したり他者の意見や考えに共感したりして学びを深められるようにする。 

        【【【【視点視点視点視点３３３３】】】】自他自他自他自他をををを大切大切大切大切にするにするにするにする振振振振りりりり返返返返りりりり活動活動活動活動のののの設定設定設定設定    

                終末においてアンケートの結果や教材を振り返らせることによって、自分の考えを振り返り、

これからの実践への意欲を高めることができるようにする。 

 

３ 本時の実際 

 学習活動・内容 

●主な発問 ・予想される児童の主な反応 

時間 活動の様子 

つ 

か 

む 

 

 

追 

求 

す 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事前のアンケートの結果を見ながら、勇気を

持って行動することの難しさを知る。 

● どんな気持ちになっている人が多いかな。 

 ・嫌な気持ち。   など 

 

２ アルベルトが小鳥を打ちに行こうと決めた

理由を話し合う。 

● どうしてアルベルトは小鳥を打ちに行った

のだと思いますか。 

 ・友達と一緒に遊びたかった。 など 

 

３ 自分だったら小鳥を打つかどうかを話し合

う。 

● みんなだったら小鳥を打ちますか、打ちませ

んか。ワークシートに、小鳥を打つかどうかを

書いて、理由も書いてみましょう。 

 ・友達に誘われたから打つ。 など 

 

 

５ 

 

 

  

 

５ 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 事前のアンケート調査から、「間違っていると思

っていることを行ってしまうことがある。」ことに

目を向けさせ、価値への方向付けができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 黒板にネームプレートを貼らせ、自分や友達の

考えを明らかにして考えることができた。（決定） 
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ま 

と 

め 

る 

 

 

 

 

４ アルベルトがしたことについてどう思うか

を話し合う。 

● 「何をするんだよアルベルト」と友達に言わ

れたとき、アルベルトはどんなことを思ったの

でしょうか。 

 ・小鳥が死ななくてよかった。 など 

 

 

 

５ アンケートの結果や教材を通して、これから

どのようにしていきたいかを使ってまとめて

考えを発表する。 

● アンケート結果をもう一度見てください。こ

れから、みなさんはどうしていきたいですか。

ワークシートに書いてみましょう。 

 ・アルベルトみたいになりたい。など 

 

６ 教師の説話を聞く。 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

〇 児童が発表した後に、今の考えに対してどう思

うか、違う考えを持った児童に問いかけた。 

（活躍・比べる・共感） 

 

〇 正しいことをした時の感情や、友達と一緒の思

いが必ずしも正しくはないことを捉えることがで

きた。（発表（声）） 

 

 

 

  

 

 

〇 事前アンケートの結果から、児童がこれまで本

当の友情をどう捉えていたか振り返りながら考え

ることができるようにした。 

 

 

  

 

４ 授業の考察（成果○ 課題●） 

○ ネームプレートを活用することで、自分の考えを「決定」

したり、友達の考えと「比較」したりすることができ、視

覚的にとらえることができた。また、児童が友達の考えに

「共感」したり、教師が児童を「活躍」させたりすること

にもつながった。 

◯ 児童へのアンケートをもとにして話し合いを行ったこと

で、事前に実態をつかむことができ、より児童の思いに添

った話し合いになった。 

● 児童の考えを広げるところでは、「問い返し」「ゆさぶり」

「投げかけ」などを効果的に使うと、より考えを深めるこ

とができたように思う。 
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（３）人権が尊重される環境づくり 

 

「安心して過ごせる園・学校」を目指した実践 

 

① 児童（委員会活動）によるあいさつ運動 

 

 児童会の生活委員会を中心に「あいさつ運動」

が毎朝行われた。 

 登校してくる友達と元気にあいさつを交わし合

った。元気にあいさつをする児童やにこにこ笑顔

であいさつをする児童などの様子が見られ、１日

のよいスタートがきれた。今年度も、子ども同士

だけでなく、地域の方にもあいさつする姿が多く

見られた。 

校舎の外だけでなく、児童の昇降口付近でもあ

いさつ運動を行っている。 

 

 

 ② 教育委員会・見守り隊の方々のご協力による安全な登下校 

 

地域・関係機関の方々のご協力もいただいた。

朝や帰り登下校時の見守り隊の方々のご協力や

教育委員会の方にも見守りをしていただいた。

そのおかげで、安全に安心して登下校すること

ができた。毎年、年度初めに各地区の見守り隊

の方に来ていただき、児童との顔合わせ会を全

校集会で行い、交流している。 

 

 

 

③ ５Ｋを意識した日々の授業の実践 

 

授業の中でも児童が自他を認め、尊重していくため

に「５K」を意識した授業を行った。「５K」とは、秋田

県の教育専門監の先生の実践に習ったもので、Ｋ１（活

躍させる）、Ｋ２（共感する）、Ｋ３（比べる）Ｋ４（決

定する）、Ｋ５（声に出す）である。今年度も、「５K」

を意識しながら、児童一人一人を尊重しつつ、学力向

上につながるように、日々、授業を行ってきた。 
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    「家庭・地域が一体」になるための実践 

 

    ④ 地域ボランティアや保護者との連携・協力 

 

運動会では地域の方の参加をお願いしてい

る。写真は、運動会での「坂下音頭」の様子で

ある。踊り方の指導を地域のスポーツ民謡の方

にお願いし、当日も児童や保護者、地域の方と

共にとても盛り上がった。 

また、今年も年４回の PTA による親子奉仕作

業が行われ、たくさんの PTA の方にご協力をい

ただいた。 

 

 

 

⑤ 子どもたちが地域を知るための取り組み 

 

４年生の社会科「郷土の発展に尽くす」の 

の中で、「栗村弾正盛俊」が鎌倉幕府滅亡直前か

ら、この坂下町に堰を築いたことを学習した。 

また、実際にこの堰を見学した。現在もこの

「栗村堰」が使用され、水田に水を引くために

活用されていることを知り、児童は人々のため

に力を尽くした人についての関心を高めたよう

だった。 

 

 

 

⑥ 地域の方や高校生との交流 

５年生では年間を通しての稲作体験を行ってきた。地域の「船窪有志会」の方々にお世話になり、

「種まき」から「稲刈り」などの体験をしてきた。また、お世話になった方々を招待し感謝の気持

ちを込めて新米で作った「おにぎりパーティー」

を行った。地域の方だけでなく近隣の会津農林

高校にお世話になり会津の郷土野菜である「小

菊カボチャ」や「枝豆」を作る体験も行った。 
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 ＫＫＫＫ３３３３比比比比べるべるべるべる

「自分も他の人も大切にする人権教育」の実践 

 

⑦ 毎時間の授業中で自分も他の人も大切にする教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日々の学習の中で、それぞれの教室で５Kを意識した授業が行われてきた。その５Ｋの中で「共

感する」「比べる」をペアやグループ学習、全体の話し合いの場面で、お互いの意見や考えを生

かし大切にすることを実践してきた。 

 

 ⑧ 幼小連携について①（３年生の「すもうれんしゅう」の見学） 

 

各学年とも幼小連携を行った。右の写真は幼稚園生が

３年生の相撲の練習を見学している場面である。準備運

動の時には、幼稚園生もいっしょに行った。３年生の児

童の感想を見ると「幼稚園生が見ているので、ドキドキ

した」や「幼稚園生にも優しく教えてあげたいな」等、

小さい子と関わることによって喜び等を感じたり、自分

の成長を感じたりすることができたようだ。 

 

 

⑨ 幼小連携について②（１年生との「秋のおもちゃまつり」） 

 

左の写真は幼稚園生を１年生が小学校に招き、「秋のお

もちゃまつり」を行った場面である。秋の木の実や葉っぱ

を使って、楽しめるおもちゃを１年生が作り、幼稚園生に

楽しんでもらう活動であり、１年生は次のような感想を書

いていた。「私は、コマのコーナーでした。がんばって作

りました。幼稚園の子が喜んでくれてうれしかったです。」 

幼稚園生に優しく接していて、年下の子への思いやりを

感じた活動であった。 

 

 

 

 ＫＫＫＫ２２２２共感共感共感共感するするするする
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「互いのよさを認め、尊重し合う」実践 

 

⑩ 人権についての知識や理解を深めるための環境整備（人権コーナーの設置） 

 

子どもたちに人権について知ってもらおうと、校内

に「人権コーナー」を設置している。人権について分

かりやすく漫画で紹介されている法務省のリーフレッ

トを掲示したり、人権についての図書コーナーを３階

の中央廊下に設置したりしている。 

校舎と校舎の通路ではあったが、掲示の漫画を見た

り、リーフレットを読んだりする児童が時折みられた。 

 

⑪ 「ありがとう郵便」活動 

 

今年も校内に「ありがとう郵便ポスト」を設置した。こ

れは、「ありがとう」の気持ちを手紙に書いて友達に届け

るものであり、児童は関心を持ってポストに感謝の手紙を

入れていた。 

ポストに入れた「ありがとう郵便」は昼休みに６年生の

代表委員によって各クラスに配達されたり、毎日３～５通

程度、給食時の放送で紹介されたりした。登下校や学習、

生活などいろいろな場面での感謝の手紙であった。 

 

⑫ 図書委員会による幼稚園への読み聞かせ活動 

 

図書委員会が幼稚園を訪問し、読み聞かせを行った。幼稚園生は、紙芝居を食い入るように見つ

めていた。図書委員会児童は、はじめは緊張気味だったが、徐々に緊張もほぐれ、幼稚園児の様子

を時々見ながら読み聞かせをしていた。終わってからの幼稚園児や図書委員会児童の笑顔が印象的

だった。 

 

（４）成果と課題 

 ① 成果 

   ◯ 人との交流活動や人権コーナー（掲示）、感謝を伝える活動（ありがとう郵便）など人権に

関する活動を工夫したことで、さらに人権への関心や意識が高まった。 

◯ 自分や自分に関わる人のよさに気づいていくためには、本校児童だけでなく、地域の人や保

護者、幼稚園や高校などとの連携や交流も大切である。 

  ② 課題 

   ◯ 学校と交流を行う関係団体等との連絡調整が難しいこともあった。 
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２ 会津坂下町人権教育実践の記録 
   (1) 幼稚園・小学校・中学校の実践事例 

   ④  坂下東小学校の実践 
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１ 坂下東小学校の教育目標 

「学びあう」「競いあう」「認めあう」未来を切り拓くばんげっ子の育成 

〇 よく考え、進んで学習する子ども 

〇 感動する心を持ち、思いやりのある子ども 

〇 明るく、健康でたくましい子ども 

 

２ 人権教育に関する目標 

人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、様々な人権問題を解決しようとする

児童を育てる。 

 

３ 坂下東小学校の取組 

（１）実践計画 

月   日 内      容 備   考 

通   年 朝のあいさつ運動 児童会活動 

 ５月２１日（火） 第１回 hyper-QU  

 ５月３０日（木） 幼小連携活動・砂遊び（１年と年長） 東幼稚園 

 ６月 ５日（水） 幼小連携活動・学校探検（１年と年長） 東小学校 

６月 10 日(月)・12

日(水)・13 日(木) 

幼小連携活動・わらべうた 東幼稚園 

６月～１０月 人権啓発のための花いっぱい運動 町人権教育総合推進事業 

６月 12 日(火)・19

日(火)・26 日(火) 

本の読み聞かせ 12日(1・2 年)・19 日(3・4 年)・

26 日(5・6年) 

学期ごとに計画 

 ６月１８日（火） 幼小連携活動・聞いて動いて（２年と年中） 東小学校 

 ６月１９日（水） 第２学年２組算数科授業研究 要請訪問 

 ６月２７日（木） 児童会集会活動 縦割り活動 

 ７月１７日（水） 幼小連携活動・水遊び（５年と年長） 東小学校プール 

 ７月１７日（水） 両沼地区特別支援学級交流会 会津自然の家 

 ８月２２日（木） 人権教育講演会（道の駅あいづ湯川・会津坂下） 町人権教育総合推進事業 

 ８月３０日（金） 幼小連携活動・水遊び（６年と年中） 東小学校プール 

９月上旬 小中連携活動・先輩に学ぶ（６年と坂下中学生） 東小学校 

 ９月 ４日（火） 基礎学力向上推進会議授業研究会 

（人権教育授業研究会） 

外国語・算数・学級活動・生活（幼小連携） 

人権教育講話 

町人権教育総合推進事業

東幼稚園、東小学校 

１０月初旬 人権意識調査（教職員・保護者・児童） 町人権教育総合推進事業 

１０月 ３日（木） 第２回 hyper-QU  

１０月１０日（木） 幼小連携活動（全児童・園児）・ふれあいウォー

ク（全児童） 

東小・町内、縦割り活動 

１０月１１日（金） 幼小連携活動・一緒に遊ぼう（４年と年少） 東小学校 
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１１月 ５日（火） 幼小連携活動・秋と遊ぼう（１年と年中） 坂下自然の家 

１１月 ５日（火） 幼小連携活動・フェスティバル（２年と年長） 東小学校 

１１月 ５日（火） 幼小連携活動・レッツトライ（５年と年少） 東小学校 

１１月１４日（木） 幼小連携活動・聞いて聞かせて（４年と年中） 東小学校 

１１月２０日（水） 第５学年１組国語科授業研究会 要請訪問 

１１月２８日（木） 会津坂下町人権教育授業研究発表会（坂下中） 

人権教育講演会 

県人権教育総合推進事業 

１２月１０日（火） 幼小連携活動・遊びの広場（２年と全幼児） 東幼稚園 

 ２月 ６日（木） 幼小連携活動・一緒に遊ぼう（３年と年中） 東小学校 

 ２月１２日（水） 小中連携活動・学校説明会（６年と坂下中学生） 坂下中学校 

 ２月１３日（木） 幼小連携活動・体験入学（１年と年長） 東小学校 

 ２月１３日（木） 幼小連携活動・体験入学（全校児童と年長） 東小学校 

 ３月１７日（火） 幼小連携活動・クリーン作戦（５年と全幼児） 東幼稚園 
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（２）人権教育を意識した授業の実践 

 

令和元年９月４日 指導者 田﨑 史高 

  

１ 題材名  「仲裁者になる勇気をもって！」 

       学級活動（１） ア 学級や学校における生活上の諸問題 

学級活動（２） ウ よりよい人間関係の育成 

 

２ 題材設定の意図について 

（１）児童の実態（男子１４名 女子１４名） 

  本学級の児童は、明るく素直な児童が多い。男女仲が良く、けんかすることも以前に比べて少なく

なってきた。QU テストの結果では、「満足群」に属している児童が９６％（１人以外）いて、結果だ

け見ると学級の雰囲気や人間関係もうまくいっているように見える。しかし、自己中心的な言葉を言

ったり、相手の気持ちを考えない言葉を発したりして相手を傷つけてしまうような場面も見られる。

また、１学期に行ったアンケート調査では、「今の学年になって友だちにいやなことをされていませ

んか」という質問に対し、１名の児童が「ある」と答えた。また、逆に「今の学年になって悪口やあ

だ名、仲間はずれ、いたずらなどをしたことがありますか」という質問に対し、４名の児童が「ある」

と答えている。このことから、現在、いじめにつながる可能性のある言動は、日常的にあると考えら

れる。 

 

（２）題材設定の理由 

  本題材は NHK for  school の「いじめをノックアウト」で紹介されている題材を取り上げる。「３

月のライオン」という漫画の内容の一部を取り上げるが、いじめについて考えさせていくのに適した

教材である。自分の友だちがいじめにあい、それを仲裁したら逆に自分がいじめあってしまうという

という話の内容である。正しい判断をして仲裁したのに逆にいじめられてしまう気持ちを考えさせ、

自分自身だったら仲裁者になれるか考えさせていきたい。 

  本活動では、いじめを仲裁したのに逆にいじめられてしまった主人公の親しい知人（ひなた）の思

いを知るとともに、いじめられてもその自分（ひなた）のとった行動が正しかったと考えることにつ

いて、グループや全体で意見を交流して話し合うことで、いじめに立ち向かう勇気の大切さに気づか

せていきたい。 

 

(３) 教師のコーディネート 

  本時では、「３月のライオン」の漫画の一部を取り上げ、児童に関心をもたせる。その後、いじめ

を受けるようになった主人公の親しい知人（ひなた）の気持ちやひなたのとった言動に着目させ、共

感的感情を高めさせる。自分がいじめられるかもしれないという不安がある中で、正しい判断をして

いじめの仲裁者になれるか子どもたちに問い、ゆさぶっていきたい。その際、グループや全体で話し

合わせ、友だちの考えと比べながら自分の考えを整理できるように声をかけていく。終末の振り返り

では、自分の考えをもたせ、行動宣言を書かせることで本時の内容を振り返るとともに、仲裁者にな

れるための強い気持ちをもたせていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例１ グループや全体で話し合い、友だちの考えと比べながら自分の考えを整理

させることで、いじめの仲裁者になれる強い気持ちをもたせる授業 第６学年学級活動 
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３ 指導計画 

 学習内容・活動 指導上の留意点 目指す児童の姿 

１
時
間
目 

・いじめを受けて自殺した子ども

の遺書を見る。 

・いじめの４層構造について知る。 

・被害者、加害者、傍観者、観衆

のそれぞれに伝えたいことを考え

る。 

・なぜ、被害者はこのような自

殺をしなければならなかった

のか原因に着目させていく。 

・それぞれの立場に立ってでき

ることを考えさせる。 

・いじめはどこにでも存在

することを知り、いじめは

絶対に許されないことを

理解できる。 

・それぞれの立場に、自分

の考えを伝えることがで

きる。 

２
時
間
目
（
本
時
）

 

・３月のライオンの漫画を見て、

いじめの状況を知る。 

・ひなたのとった行動について考

え話し合う。（グループ→全体） 

・正しい判断をして仲裁者になれ

るか考える。 

・仲裁者はいじめを受ける可能

性もあることを伝え、誰にでも

起こりえることを知らせる。 

・いじめを受けるのがこわいと

いう児童の気持ちも認める。 

・ひなたに共感し、いじめ

の酷さを理解できる。 

・いじめを恐れずに、正し

い判断をして行動できる

勇気をもつことができる。 

 

４ 本時のねらい 

  主人公の親しい知人（ひなた）のとった行動が正しい判断であったことを理解し、いじめの場面に

遭遇したときには仲裁者となっていじめを拡大させない勇気をもつことが大切であることを理解す

る。 

 

５ 本時について 

学習活動・内容 活動の様子 

１ いじめの４層構造について振り

返る。 

 

 

 

 

 

２ 「３月のライオン」の映像を見る。 

 

 

 

 

３ 本時の課題を確認する。 

○め  あなたは仲裁者になれる？ 

 

 

◎ 既習のいじめの４層構造 

について振り返り、被害者・ 

加害者・傍観者・観衆がいる 

ことを確認した。 

※※※※そろえるそろえるそろえるそろえる    学学学学びのルールびのルールびのルールびのルール 

 

 

◎ 漫画の一部を映像で見せ、関心をも

たせるとともに、本時の学習への意欲

付けを図った。(教材提示の工夫) 

 

 

◎ めあてを全員で声に出して 

読ませることで本時の課題解 

決への意欲を高めた。 

※※※※声声声声をををを出出出出させるさせるさせるさせる    ５５５５ＫＫＫＫ    

※※※※そろえるそろえるそろえるそろえる    学学学学びのルールびのルールびのルールびのルール 

 

 

４ ひなたの気持ちについて考える。 

（１） 友だちを救おうとしたとき

の気持ちについて 

（２） 逆にいじめられるようにな

ったときの気持ちについて 

 

 

◎ 友だちを救おうとした時の

ひなたの気持ちや、逆にいじ

められるようになった時のひ

なたの気持ちを考えさせ、共

感的感情を高めさせた。 

 ※※※※共感共感共感共感・・・・共有共有共有共有させるさせるさせるさせる    ５５５５ＫＫＫＫ 
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５ 自分だったらひなたと同じ行動

をとるか考える。 

 

 

 

 

 

６ ひなたの言った台詞について考

える。 

「わたしは、まちがっていない！」 

（１）個人で考える。 

 

（２）グループで話し合う。 

 

（３）全体で考えを深める。 

◎ 自分だったら、ひなたと同 

じ行動をとるか考えさせ、意 

思決定をさせる。その際、ネ 

ームプレートを活用した。 

※※※※決定決定決定決定させるさせるさせるさせる    ５５５５ＫＫＫＫ 

 

 

○ いじめられてつらい気持ち

があるが、それでも「わたし

は、まちがっていない！」と

言ったひなたの気持ちについ

て考えさせることで、勇気を

もった正しい判断が大切であ

ることを確認させた。 

※※※※比比比比べさせるべさせるべさせるべさせる    ５５５５ＫＫＫＫ 

 

７ 本時のまとめをする。 

正しい判断をして、勇気を持って

いじめを仲裁できるようになる。 

  

８ 本時を振り返る。 

本時の学習を振り返り、一人ひとり行

動宣言を書く。 

○ いじめに遭遇した時には、仲裁できる勇気をもつことの

大切さについて知らせることで、いじめを拡大させないこ

とを伝えた。 

 

◎ 今日の学習でどんなことを感じたのか振り返らせるとも

に、いじめに遭遇したときに、仲裁できるように行動宣言

を書かせた。（振り返り） 

 

６ 授業の考察 

【成果】 

 ○ いじめの４層構造（被害者、加害者、傍観者、観衆）を知らせたことにより、自分もどれかに含

まれることになり、いじめを他人事にせず、いじめの問題にしっかりと向き合うという気持ちが高

まった。 

 ○ 漫画を資料にし、テレビで見せたことにより、資料の内容が捉えやすく、興味関心を高めた。 

 ○ めあてや重要なキーワード等を全員で声に出して言わせることで、大切なことをしっかりととら

えることができた。また、全員に発表させることで、友だちの様々な考えを聞き、多様な考えを認

めようとする気持ちを高めた。 

 ○ 自分ならどのような行動をとるかを考えさせる場面では、意思決定させ、黒板に自分のネームプ

レート貼らせたことで、友だちが自分と同じ考え方をしたり、違う考え方をしたりすることが分か

り、互いを認め合うことにつながった。 

 ○ グループや、全体で考えを話し合うことにより、自他の考えを認め合いながら考えを深めること

ができた。 

【課題】 

 ● 仲裁者になれるか、という問いに対し、児童のほとんどが「なれる」、数名が「分からない」に

分かれ、「なれない」はいなかった。本当になれるのかとゆさぶれば、さらに考えが深まったかと

思われる。 
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実践事例２ 数直線や数字並べ、ベン図に表す活動をさせることにより、倍数や公倍数の

並び方の規則性に気づかせ、理解を広げる授業 第５学年算数科 

令和元年９月４日 指導者  木野 善弥 

 

１ 単 元 名 「整数の性質を調べよう 」 （ 偶数と奇数、倍数と約数 ） 
 

２ 単元の目標 

○ 整数は、観点を決めると偶数と奇数の２つの集合に類別できることのよさに気づき、ある数の倍数約数

の集まりを集合としてとらえようとしたり、生活に用いようとしたりする。        （関心・意欲・態度） 

 ○ 偶数、奇数、ある数の倍数や約数の集まりをそれぞれ１つの集合、また、公倍数、公約数の集まりをそ

れぞれの数の倍数や約数の集合の共通の要素からなる集合としてとらえることができる。  

（数学的な考え方） 

  ○ 整数を偶数と奇数に類別することができる。倍数、公倍数、最小公倍数、約数、公約数、最大公約数

を求めることができる。                                  （技能） 

 ○ 偶数、奇数の意味や性質、すべての整数は偶数と奇数に類別できることを理解する。倍数、公倍数、

最小公倍数、約数、公約数、最大公約数の意味とその求め方について理解する。   （知識・理解） 

 

３ 指導の意図 

本単元の指導にあたり、まず導入の１時目では、１から順に数字を交互に並べる活動を通して、奇数と偶

数の集合に類別できること、奇数に１を加えると偶数（偶数には０を含む）になることなどを学ばせる。 

次に２時目では、２人１組でダンスをするときの人数を調べる問題場面の提示から、数直線で調べる活動

を通して、０を除く偶数が２の倍数であることをおさえる。さらに、ダンスの途中で４人１組に組み替えをすると

きにうまくいく人数を考える問題場面を提示し、２と４の公倍数について学ばせる。その際、数直線や数字並

べで調べた活動を基に２の倍数の集合と４の倍数の集合をベン図に表すことで、２つの数の集合の関係を

つかませる。具体的には、４の倍数が２の倍数に含まれること[（４の倍数）⊂（２の倍数）]、４の倍数（部分集

合）が公倍数になることである。 

本時では、まず初めに３人１組でダンスをするときの人数を調べる問題場面の提示から、数直線や数字

並べで調べる活動を通して３の倍数について学ばせる。さらに、ダンスの途中で２人１組に組みかえをする

ときに、うまくいく人数を考える問題場面を提示し、前時の方法で公倍数を見つけられそうだという見通しを

持たせてから解決に向かわせる。２と４の公倍数の場面と異なり、３の倍数が２の倍数に含まれるとは限らな

いところに気づかせることが重要になる。ここでも前時同様、数直線や数字並べの活動を基に調べさせ、２

の倍数と３の倍数の共通集合[（２の倍数）∩（３の倍数）]が公倍数になることを、ベン図に表して理解させ

る。さらに、３人１組から４人１組にダンスの人数を組みかえる場面（３と４の公倍数）を扱い、公倍数の理解を

広げる。 

  数直線だけでなく、数字並べの活動を取り入れる意図は次の２つである。 

  ①ベン図と関連させやすく、１つの集合とした数の見方が育てられる。 

  ②倍数や公倍数の並び方の規則性や美しさなどに気づき、数に対する感覚をより豊かにできる。 

 

４ 本時のねらい 

◎ 倍数・公倍数・最小公倍数の意味について理解することができる。              （知識及び技能） 

〇 ２つの数の公倍数を求めることができる。             （思考力、判断力、表現力等） 

 

５ 学習過程   （第３時／１１時間）   

学習活動・内容 活動の様子 

１．本時のめあてをつかむ。 

（１）本時の問題を提示する。 

○も ダンスで、３人１組から２人１組に組

みかえをします。 

 全部で何人のときに、組みかえがう

まくいきますか。 

 

（２）本時のめあてを設定する。 

○め ２と３の公倍数はどんな数かな？ 
 

○ 前時の問題場面とどこが違うかを 

 確認した。 

「ダンスをする１組の人数がちがう」 

（事実） 

※※※※比比比比べさせるべさせるべさせるべさせる    ５５５５KKKK 

 

 

○ 前時の問題場面で、２と４の公倍数を調べて求めたことを想

起させて、課題設定へつなげる。 

「２と４の公倍数を調べて求めた」（方法） 
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２ ２と３の公倍数を調べる。 

（１）どんな方法で調べるか見通しをもっ

て自力解決をする。    

 

 

 

 

 

（２）「３の倍数」について知る。 

 

（３）公倍数の見つけ方を共有する。 

 

ダンスの組みかえがうまくいくのは 

      Ａ．６人、１２人、１８人、… 

 

 

 

 

 

 （４）「公倍数」「最小公倍数」について

知る。 

 

 

 

 

 

○ 前時の調べ方を想起させて見 

通しを持たせた。 

「数直線や数字ならべて調べる」 

（方法） 

※※※※決定決定決定決定させるさせるさせるさせる    ５５５５ＫＫＫＫ 

 

 

「３に整数をかけてできる数を、３の倍数という」（事実） 

 

○ どのようにして調べたのかを 

ペアや全体で交流させる。 

「３の倍数の中で２の倍数にも

なっている数を見つける」 

（方法） 

※※※※共感共感共感共感・・・・共有共有共有共有させるさせるさせるさせる    ５５５５ＫＫＫＫ 

 

 

 

○ ３の倍数がすべて２の倍数とはかぎらないことを確かめ、ベン

図で表した。 

○ 数直線の数に○をつけて倍数の並びを確認したり、ベン図に

表して数の集合として確認したりした。 

○ 「２と３の公倍数の中でいちばん小さい数６が最小公倍数」                                   

（事実） 

３ 本時のまとめをする。 

○ま ２の倍数にも３の倍数にもなってい

る数を２と３の公倍数という。 

 ２と３の最小公倍数は６。 

４ 適用問題  

３と４の公倍数を調べる。 

Ａ．１２人、２４人、３６人… 

 

 

 

 

５ 本時の学習の振り返りをする。 

 

◎ 倍数・公倍数・最小公倍数の意味を理解し、２つの数の公

倍数を求めることができている。 （ノート・発言） 

 

○ ３人１組から４人１組にダンスの人数を組みかえる場面

を扱い、公倍数の理解を深めた。 

○ ２と３の倍数の調べ方を基にして調べさせた。 

○ ３と４の公倍数が３の倍数と４の倍数と共通する数であること

や、最小公倍数が１２であることを、数直線やベン図をもとに説

明させた。 （理由） 

 

○  「授業への取り組み」や「友達の考えのよさ」 に触れた記述

をさせた。 

 

６ 授業の考察 

【成果】 

 ○ 前時の調べ方を想起させて見通しを持たせる時間を確保したことにより、一人一人が調べ方を

決定することができ、意欲的に自力解決に取り組むことができた。 

 ○ どのようにして調べたのかをペアや全体で交流させたことにより、考え方を共感、共有し、自

分も他の人の考えも大切にしながら話し合いを深めることができた。 

 ○ 振り返りの場面で、「授業の取り組み」や「友だちの考えのよさ」に触れた記述をさせたこと

により、互いの考えのよさを認め合うことができた。 

【課題】 

 ● 問題の場面を捉えることに戸惑う児童がみられた。「３人組でも２人組でもぴったり組めるのは何人」とす

ると分かりやすかったと考える。また、偶数を想起させておけば、２の倍数が見つけやすかったと考える。 
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令和元年９月４日 指導者 松本 優佳 

 

１ 単元名 Unit2 When is your birthday?(We Can! 1) 

 

２ 単元の目標 

（１）他者に配慮しながら、好みや欲しいもの、誕生日について伝え合おうとする。 

【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 

（２）誕生日について聞いたり言ったりすることに慣れ親しむ。また、活字体の大文字を書くことに慣

れ親しむ。                           【外国語への慣れ親しみ】 

（３）祭りや行事に関するまとまりのある話を聞いて、世界にはさまざまな祭りや行事があることに気

付く。                           【言語や文化に関する気付き】 

 

３ 指導観 

本単元では、自分や友だちの誕生日を通して、月日や日付の尋ね方の表現などに出会う。導入とし     

て世界の行事や祭りの映像を見て、様々な文化や日本との違いなどに気付かせたい。また、リスニン

グ活動、バースデーカードを作成する活動を通して、十分に「いつ」を尋ねたり答えたりする活動を

行うが、もう一度最後にコミュニケーション活動に取り組ませることで定着を図りたい。ただし、同

じ活動を二度繰り返すのではなく、今回はリアクションや会話を広げる表現にも目を向けさせ、会話

そのものを楽しむという経験をさせたい。 

 

４ 本時のねらい 

 ○ 誕生日を伝え合ったり、バースデーカードの内容について尋ねたりしようとする。 

（コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 

 

５ 学習過程 

学習活動・内容 活動の様子 

１ あいさつをする。 

 

 

２ Small Talk をする。 

 

 

 

 

３ Today’s Target を把握する。 

○め バースデーカードを正しい相手

に渡そう。 
 

○ 授業開始の姿勢や意識をそ

ろえるよう声を掛けた。 

※※※※そろえるそろえるそろえるそろえる学学学学びのルールびのルールびのルールびのルール    

◎ 一人一人に声を出させ、英

語を学ぶ雰囲気を作り出し

た。  ※※※※声声声声をををを出出出出させるさせるさせるさせる５５５５KKKK 

    

    

○ 事前に板書しておいたものを、改めて確認させ、意識さ

せた。             ※学習のめあての明示 

 

 

４ 活動の見通しを持つ。 

・ ワークシートを受け取り、記名

する。 

・ 宛名が無く、誕生日の日付だけ

が書かれているバースデーカー

ドを、どうすれば正しい相手に渡

せるか考える。 

 

 

 

○ 英語でも日本語でも、どちらでも好きな方でメモを取っ

て良いことを伝えた。 

○ 前時までに学習した、誕生日について尋ねる表現(When is 

your birthday?)を児童から引き出した。 

 

 

 

 

実践事例３ リアクションや会話を広げる表現に目を向けさせるコミュニケーション活

動に取り組ませることで定着を図る授業 第５学年外国語活動 
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・ 映像を見て、どのように会話を

すれば良いか考える。 

 

 

○ バースデーカードの渡し方 

について２つのパターンを見 

て、どちらが相手が喜ぶ渡し 

方か、比べさせた。 

※※※※比比比比べさせるべさせるべさせるべさせる    ５５５５ＫＫＫＫ    

    

    

    

５ コミュニケーション活動を行う。 

 ・ 歩き回って自分が持っているバ

ースデーカードの送り先の児童

を探す。 

 ・ 相手を見つけたら内容について

会話する。 

パターン１ 

A:When is your birthday? 

B:My birthday is April 26th. 

A:Oh, I’m sorry.  

B:OK. 

 
 

パターン２ 

A:When is your birthday? 

B:My birthday is April 26th. 

A:Oh! Happy Birthday! 

  Do you like(sports)? 

B:Yes, I do. 

A: Do you like(foods)? 

B:Yes, I do. 

A:Do you like(colors)? 

B:Yes, I do. 

 

○ 日本語を使わずに英語で話すことに挑戦できるよう支援

した。 

 

○ うまく会話を広げられてい

る児童がいれば、褒めて全体 

で共有した。 

※※※※共感共感共感共感・・・・共有共有共有共有    ５５５５ＫＫＫＫ 

 

６ 本時の振り返りを行う。 

 ・ ワークシートに記入する。 

 

７ あいさつをする。 

 

 

○ 早く活動が終わった児童がいれば、振り返りを行うよう

指示した。                ※振り返り 

○ 本日の活動の良かった点を褒め、達成感を味わわせた。 

 

６ 授業の考察 

【成果】 

 ○ 前時までのバースデーカードを作成する活動では相手の好きなようにものを書くようにしたり、

本時のカードを渡す活動では相手が喜ぶ渡し方を考えたりと、単元を通して相手を意識した活動が

できた。 

 ○ 児童一人一人に声を出させ、英語を学ぶ雰囲気を作り出すことを普段から心掛けることにより、

積極的に英語を話そうとするようになってきた。 

 ○ うまく会話を広げられている児童を称賛することにより、本人は満足感を得ることができ、他の

児童はその児童を認め手本とするなど、互いに意欲を高めることができた。 

【課題】 

 ● “When is your birthday?”を用いて、相手を見つけることはできていたが、それから会話を広

げたり質問したりできない児童もいた。何とか使える英語を用いて会話しようとする児童もいる中

で、能力・意欲の差をどのように埋めていけるか考えていきたい。 
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（３）人権が意識される環境づくり 

①「砂遊び・学校探検（幼小連携活動・１学年と年長児）」 

６月６日（木）に、坂下東幼稚園で砂遊び、坂下東小学校で学校探検を行った。１年生と年長

児が仲良く砂遊びをしたり、１年生が年長児の手を引いて小学校を案内したりした。他の学年や

年中児、年少児も年間計画に沿って様々な交流活動を行い、温かい人間関係を築くことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「児童会集会活動・ふれあいウォーク（縦割り活動・幼小連携）」 

６月２７日（木）の「児童会集会活動」では、縦割り清掃班ごとに各教室や体育館の様々なゲ

ームを楽しんだ。１０月１０日（木）の「ふれあいウォーク」では、縦割り班で坂下町の商店街

のお店の方が出すクイズに答えながら、地域の方々と触れ合った。学校に戻ってからは、坂下東

幼稚園の園児と一緒にゲームやダンスをして、お弁当を一緒に食べるなどの交流活動を行った。

異学年の班活動のよさを生かして、互いに協力し合い安全に楽しく活動するとともに、幼稚園と

の交流を通して、互いを思いやる気持ちを育てることができた。 
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  ③「人権の花栽培活動（児童会・栽培環境委員会）」 

    ７月８日（月）に、人権の花の苗移植作業をした。初めに、人権擁護委員の方々から、人権に

関するお話をしていただいた。そして、栽培環境委員会の４・５・６学年の児童が、人権擁護委

員の方々と一緒に、花の苗をプランターに植える移植作業をした。その後、栽培環境委員会が当

番制で水やりをし、きれいな花を咲かせることができた。植物を大切にしようとする気持ちを養

うとともに人権意識を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④「人権に関する図書コーナー」 

    図書室に、「人権に関する図書コーナー」を設置した。児童が人権に関する本を読むことによ

って、人権について知るとともに、人権について考え、人権を大切にしようとする気持ちを高め

ることにつながっている。 

 

 

 

 

 

 

（４）成果と課題 

  ① 成果 

   ◯ 人権教育の指定を受けて２年目、授業研究会や講演会等に参加し、本校でも授業実践を行う

ことで、教員の人権教育に関する理解がさらに深まった。 

   ◯ 縦割り活動、幼小中連携活動、栽培活動等で、児童は互いに助け合い、相手を思いやる気持

ちを養うことができた。 

   ◯ 人権を意識した授業や現職教育のテーマ「学ぶ楽しさを実感し、学びあう児童の育成」の下、

各学年学級で授業研究を行い、学び合い、教え合いなどの活動を通し、互いを認め合う気持ち

を高めることができた。 

  ② 課題 

   ● 人権教育に関する様々な活動に取り組み成果を上げることができたが、今後も保護者や地域

と連携しながら人権を意識した取り組みを継続していきたい。 



51 

 

 

 

 

 

 

２ 会津坂下町人権教育実践の記録 
   (1) 幼稚園・小学校・中学校の実践事例 

   ⑤  坂下中学校の実践 
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１ 坂下中学校の教育目標

知的好奇心にあふれ、郷土を愛する、たくましい若者を育む

１ 自己に問いかけながら学び、考え、行動できる坂中生

２ 他者（ひと）を認め、切磋琢磨し、共感できる坂中生

２ 人権教育に関する目標

人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、様々な人権問題を解決しようと

する生徒を育てる。

３ 坂下中学校の取組

（１）実践内容

月 日 内 容 備考

４月 当初 「いじめ防止基本方針」についての周知 職員会議

（教職員、生徒、保護者へ校長や生徒指導主事 ＰＴＡ総会

による） 全校集会

４月 ９日（火） 人権擁護委員によるいじめ防止の呼びかけ 全学年

５月１０日（金） 弁護士による「いじめと人権を考える」授業 １学年各クラス

５月、８月、１月 学校生活（いじめを含む）アンケート実施 全学年

５月１４日（火） 第１回Ｑ－Ｕテスト実施

６月２０日（木） 第１回Ｑ－Ｕ研修会（各クラスデータ分析） 会津大苅間澤教授

２７日（木） を講師に各学年

７月 １日(月) 人権擁護委員による社会を明るくする運動 あいさつ運動

７月 １日(月) 花友運動(人権擁護委員寄贈の花の移植作業) 全校生有志

７月１１日(木) 命を考える授業(警察署員による) ２学年

夏休み中 人権作文への取り組み 全校生

８月２３日（金） 町人権教育講演会 町内全教職員

１１月 ６日(水) 第２回Ｑ－Ｕテスト実施

１１月２８日(金) 町人権教育研究発表会 約１４０名の参加

１２月 ９日(月) 第２回Ｑ－Ｕ研修会 １，２年教職員

１２月１３日(金) ＳＣによる人権教育講話～思春期～ ３学年

１２月１７日(火)

２月２７日（木） 弁護士による人権講話 教職員

適宜 ・全校集会における校長講話

・体験活動の充実による絆作り

・人権に関するアンケート(全校生)

・人権感覚チェックリストの活用(教職員)

（２）人権教育を意識した授業の実践

○ 現職教育における日常的取り組み

・人権に関するアンケートから「友達のよさを理解し、相手の考えや立場を大切にしている生徒」

が多い一方、「自分のよさを理解している生徒、自分の考えや立場を大切にされていると感じてい

る生徒」の割合は少ないことがわかった。

・普段の授業で、周囲から認められる機会や場を設定することで、生徒の自尊感情や自己有用感が

高められ、さらに学校・学級における自分の居場所が確立され、それを足がかりとして学力向上、

部活動等へ積極的に参加する生徒増えてくれると思われる。その結果、内面性が育成され、自分

を認め、人を認める「自他の感覚」人権感覚が育成される環境が構築されると考えた。
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・具体的には、坂下町全体で「５つの K」を意識した授業を進めてきた。その中でも特に、自他の
感覚を育成するため、「比べる」「共感・共有する」の２つに重点を置いて実践してきた。自分の

意見を発表したり、他の生徒の発表を聞くことで、自分の考えだけでなく相手の考えを受け入れ、

互いに認め、高め合うことによって、生徒の「内面性」を育んできた。

○ 研究発表会における授業実践（令和元年１１月２８日）

研究 主題「５つのＫを基盤とした授業実践による、自ら学ぶ生徒の育成」

研究副主題「生きる力を身につけるための、生徒の内面性を育む指導の工夫」

第１学年 道徳 授業者 橋谷田 亨

１ 主 題 名 迷いを乗り越えて 内容項目Ａ－(１)自主、自律、自由と責任

教 材 名 「二人の約束」 出典：あすを生きる１（日本文教出版）

２ 本時の目標

主人公の判断や行動を自分事として捉えさせることで、どんなに小さな行為でも，自分で

考え，決めたことについて，責任をもとうとする態度を育てる。

３ 人権教育の視点から

人権に関わる自己理解、他者理解に向けて、道徳的テーマで人間の生き方についての考え

を深める際に、５つのＫを適切に行うことで内面性の成長を図っていく。

４ 本時の実践

段階
学習活動・内容 時間

○教師の支援 ●評価＜方法＞ 【5K】
・予想される生徒の反応 発問・テーマ 形態

１ 自分の生活を振り返り、問題意識を持つ。 ２ ○ 自分ごととして道徳的価値を捉えるこ

「自分の判断や決断が迷ってしまうときは とができるような発問をし、生活経験を
導 どんなときですか」 振り返らせる。

･自分が少数意見の時 ･周りからどう思われるか不安なとき

･仲の良い友達が別の意見の時 ･仲間はずれや悪口を言われる可能性があるとき
入 ２ 本時の学習のテーマを確認する。 ○ 学習テーマを提示し、本時のねらいと

「自分で判断し、決定し、実行するにはどう する道徳的価値への方向付けを行う。

したらよいか」

３ 教材に触れ、あらすじを確認する。 １２ ○ 話の範読を３段階に分けて範読し、２

（１） 教材「二人の約束」の範読を聞く。 段階目までを各段階ごとに要点をまと
（２） ２段階に分けてあらすじを確認する。 め、あらすじを理解しやすくする。

＜段階１＞ケンカ→二人の約束 ○ 段階１では｢私｣と｢ユウコ｣の性格をテ

「思ったことはちゃんと言い合おう」 ンポ良く確認し、よりよい関係作りの末、
＜段階２＞財布やソフトボール 二人の約束をクローズアップする

展 →ユウコが憎らしくなる。 ○ 段階２では、｢私｣｢ユウコ｣｢周囲｣につ

･一歩引いて考えるようにした｢私｣ ･相変わらず辛口の｢ユウコ｣ いて触れ、｢私｣の気持ちが迷う原因につ
･我慢している｢私｣ ･悪口や悪者扱いせず､かばうような口ぶりのの｢周囲｣ いてまとめる。

開

４ 主人公の気持ちや行動について考える。 ２５ ○ ｢私｣の置かれた状況から、主人公につ
「約束なんかしなければよかった」と思っ いて自分の感じ方をワークシートの｢共

てしまった｢私｣をどう思いますか？ 感｣｢迷い｣｢反感｣の３つの気持ち柱に①

<共感> ･｢ユウコ｣から注意されたことをちゃんと直そうとしている。 と記させ、理由を記入させる。【Ｋ:決定】
･周囲からいろいろ言われたからしょうがない。 ○ グループでの思考ツール「ミニ気持ち

＜迷い＞ ･｢ユウコ｣とは約束したけど、他の人とも上手く付き合わなきゃいけない。 柱」に、名前を書いた付箋を貼らせ、グ

<反感> ･約束したんだから、伝えなきゃいけないことは伝えるべき。 ループ内のそれぞれの立場を可視化させ
･自分の判断のせいなのに｢ユウコ｣のせいにしている。 ながら、１分間ずつ考えを発表させる。

【Ｋ:共有･/比べる/声を出す】
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（１） 個人の考えを、理由を含めてワークシ (5) ○ 全員、黒板の思考ツール｢気持ち柱｣に
ートに表す。 ネームプレートを貼らせ、一人一人の考

（２） 「ミニ気持ち柱」を用いてグループト (5) えや思いを、強弱を含めて可視化させる。

ークを行い、自分の考えや立場を示し、 ○ 他の意見を聞き、立場や意見を変更し
展 友達の考えや立場も確認する。 てもよいことを伝える。

（３） 黒板の気持ち柱にネームプレートで自 (15) 〇 多面的、多角的な協働学習になるよう、

分の立場を示し、様々な意見を聞きなが 発表と議論をコーディネートする。
開 ら他者理解をする。 【Ｋ:活躍/決定/共感･共有/比べる/声を出す】

○ 意見を記入し板書する。

５ ３段階目の話を聞き、再度主人公について ６ ○ ユウコの思いを知り、自分を客観的に

考え、価値について深める。 見た｢私｣に再度焦点を当てることで、よ

「私」の失敗はどこだったかな？ り自分ごととして自我関与させ、価値に
･約束を守っていないのは自分だった ･周りの評価を気にしすぎていた ついての考えを深めさせる。

･ユウコのせいにしていた ･もう一度話し合ってやり直す気持ち

※私のすごいところもあるよね。 ○ 生徒の意見から、本時のねらいとする
【自律】→自分で考え・判断・実行→責任 道徳的価値について簡単にまとめる。

→難しさ＆大切さ

→失敗から学び、新たな一歩へ

６ 本時の学習のテーマを確認する。 ４ ○ 主人公を通してテーマについて学んだ
「自分で判断し、決定し、実行するために、 ことをワークシートにまとめる。

終 大切なことは何だろう」 ● 自分で答えを出すことは不安で難しい

（１） 自分の考えをまとめる。 ときもあるが、自分で考え，決めたこと
（２） 学習について自己評価する。 について，責任をもとうとする考えや態

末 度が見られたか。<発言・ワークシート>

７ 教師の説話を聞く １ ○ 生徒の意見から、失敗から学ぶ人間の
強さが感じられるようなまとめをする。

５ 授業の考察

（１）自評

○ 人権教育と道徳と並行して学級作りをした。

○ 自分と他者とのかかわりや態度、姿勢の部分を道徳

の授業で育てようとした。

○ 議論の場で思考ツール「気持ち柱」を用いた。

● 気持ちとしては成長が感じられる。学校生活の中で、

気づいたり活用したりを繰り返してくれるよう促したい。

（２）指導助言（福島県教育庁義務教育課指導主事 藤原謙 先生）

＜授業全体について＞

○ 生徒と向き合う、正対する、という姿勢は良い。

Ｔの発言が主ではなく、生徒の声を聞こうとしていた。

◎ 根底には人間関係づくり、クラスづくりがある。

教師の思いや願いがあった。

○ 導入のテンポ○→迷いを引き出す。関連項目を書く→考え

させることをはっきり。

◎ 登場人物のイラスト紹介からのひと言→これから起きること 【思考ツール「気持ち柱」】

に引きつけるミニテクニック Ｔ：「二人の間で何かが起こるので注目して聞いて下さい」

◎ 途中でテーマに立ち戻ることでぶれない授業になる。

Ｔ：「あれ？どんな気持ちで約束したんだっけ？」「今日のテーマなんだっけ？」

◎ 考えを可視化する「思考ツール（気持ち柱）」のよさ

Ｓ：「考えが１ mm ずれました」→ここが勝負！ Ｔ：【理由】【予想・想像】【拡散】などなど

● Ｔｅａｃｈ （教える） から Ｃａｔｃｈ （つかむ）へ
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第２学年 学級活動 授業者 内海 淳

１ 題 材 「多様な性について考え、理解しよう」

２ 本時のねらい

（１）多様な性（LGBT)について理解することができる。
（２）LGBTの立場になって、問題点や共生について考えることができる。
３ 人権教育の視点から

（１）人権に関する基本的な知識についての理解を深める工夫

本題材では、LGBT について取り扱う。性的マイノリティという少数派や多様性について学び
考えることにより、人権に関する基本的な知識についての理解を深める。

（２）生徒の内面性を育む指導の工夫

生徒の学習活動の中に「５つの K」を意図的に取り入れる。一人一人が活躍する場面や、お互
いに共感・共有する場面、考えを比べる場面、自らの意思で決定する場面、声に出しで自分の考

えを相手に伝える場面を設定することで、生徒の内面性を育むようにする。

また、LGBT の立場になって彼らの抱える問題点を考えることにより、他者の気持ちに寄り添
い、受け入れながら、自他を尊重する態度を養うことができるようにする。

４ 本時の実践

段落 学習活動・内容 時間 〇主な支援・留意点 ●評価＜方法＞

１．あいさつ １ 〇あいさつをする。

２．事前アンケート結果を確認する。 ５ 〇事前に行ったアンケートの結果を提示する。

導 ３．課題を把握する。 〇課題を提示する。

入

性には、どのようなもがあるだろうか？

４．性の４つの要素を知り、自分の性につ ３ 〇性には４つの要素があることを示し、自分の

いて考える。 性について考えさせる。

（１）性の４要素とは何かを知る。 〇４要素＝①身体 ②心 ③表現 ④恋愛対象

（２）性の４要素の図を基に、自分の性に 〇ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ（PP)で４要素の図を示す。
ついて考える。 ・次の点に注意させる。

★結果を紙に書かない。

★班のメンバーや友達に話したりしない。

５．「LGBT」という言葉と意味を知る。 ６ 〇「LGBT」という言葉を提示し、意味を説明
性的マイノリティについて理解する。 する。

・人口の３～５％（５～８％）の人が ・L … Lesbian（ﾚｽﾞﾋﾞｱﾝ）
LGBTと感じている。 ・G … Gay（ｹﾞｲ）

・B … Bisexual（ﾊﾞｲｾｸｼｬﾙ）
展 ・T … Transgender（ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾝﾀﾞｰ）

６．参考資料の人達の性自認例に触れ、 ５ 〇 LGBT であることをカミングアウトしてい
開 性の多様性について知る。 る人達の性自認例を提示する。

（１）資料を参考に、それぞれの性自認が 〇班のメンバーで話し合いを行わせ、意見を交

LGBTのどれに該当するかを話し合う。 換させる。 【K:共感・共有】
（２）LGBT の枠組みに当てはまらない性

もあることを知る。（性の多様性） 【K:比べる】
７．LGBT の人達の立場になり、日常生活 ２０ 〇班のメンバーで話し合いを行わせ、意見を交

での問題点について考える。 換させる。 【K:共感・共有】
（１）VTRを見て、問題点を考える。 【K:比べる】
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（２）VTR の場面以外で考えられる LGBT ・KJ法を用いて話し合わせる。
の人達が直面する問題点を話し合う。 ①問題点を考えさせる。（青色の付箋）

可能であれば解決策についても考える。 ②解決策を考えさせる。（黄色の付箋）

①学校生活での場面 ③各班にホワイトボードを配付し、主なも

②社会生活での場面 のを記入させ、黒板に貼らせる。

（３）他の班の意見と比較する。 ④各班の意見をいくつか紹介する。

８．LGBTをめぐる社会の動きを知る。 ３ 〇 PPで資料を提示し、説明する。
（１）レインボーフラッグ ・LGBT（FTM / パンセクシャル)の体験談
（２）啓発活動 を読み聞かせる。

（３）相談窓口

終 ９．本時の授業を振り返る。 ６ 〇ワークシートを配付し、記入させる。

（１）ワークシートに①､②を記入する。

①性の多様性について学んだこと。 ●性の多様性についての知識を得るととも

末 ②身の回りに LGBTの人がいた場合、 に、性的マイノリティの人々に対する理解

どのように接することができるか。 を深めることができたか。

＜観察・ワークシート＞

10．あいさつ 1 〇あいさつをする。

５ 授業の考察

（１）性別は男女の区別だけでなく、４つの要素（①身体の性、

②心の性、③表現の性、④恋愛対象の性）が関係しているこ

とを示し性の多様性を理解させることができた。

（２）VTR を用いることにより、LGBT の人達が「学校生活」や
「社会生活」の場面で抱える問題点について考える際に、イメ

ージさせやすかった。本校職員が実際に VTR に出演すること
により、生徒の興味・関心を引き出すことができた。

（３）LGBTの人達は、日常生活で様々な問題点を抱えていることを
理解できた生徒が多かった。また、LGBTという言葉自体を初め
て知ったという生徒も多かった。問題を解決することも大切だが、

まずは LGBT＝性の多様性を知ることができた授業であった。
（４）指導助言 会津教育事務所指導主事 佐藤 容子先生

・ 県内のＬＧＢＴの研修がなかなか行われない現状で、今日の授業は貴重で会った。昨年度も同

様の授業が行われたが、内容がバージョンアップされ、学校全体で取り組んでいる様子がうかが

えた。

・ いじめ、ＬＢＧＴと個別の問題ではない。これらを入り口と

して人権教育が行われている。学活は、自己決定させることが

大切で有り、「自分はどうすべきか？」まで考えさせていたこ

とが良かった。

・ 子どもにとって、ＬＧＢＴは知らなければなならない知識で

ある。これから社会に出るために必要な知識を与え、実践力を

身に付けさせて欲しい。
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第３学年 英 語 授業者 田中 大

１ 単 元 名 Unit 6 Striving for a Better World （ NEW HORIZON English Course ３〔東京書籍〕 ）

２ 本時のねらい

（１）接触節について正しく理解し、人やものについて詳しい情報を加えて説明することができる。

（２）登場人物について正しく理解することができる。

３ 人権教育との関わり

【視点①】自己存在感を持たせる支援を工夫する。（活躍、声）

◎ペア活動や発表など、英語を話す機会を多く設定する。

◎自分の考えを伝える場面を設定する。

【視点②】共感的人間関係を育成する支援を工夫する。（共感・共有、比較、声）

◎課題によってペア活動や班での活動など学習形態を工夫する。

◎他の意見等を聞いて、共感したり、新しい考えに気づいたりする場面を設定する。

【視点③】自己選択・決定の場を工夫して設定する。（比較、決定、声）

◎自分と他の意見を比較し、考えを深められるような活動を設定する。

４ 本時の実践

段階 学習内容 時間 ◎主な支援 ●評価〔方法〕★人権教育との関わり

１．あいさつ １ ◎あいさつだけで終わらず、簡単な質問を投げかけ、

答えさせることで、英語学習の雰囲気を作る。

課 ２．復習（ Happy Game ） 4 ◎本時に学習する文型を理解しやすいように、

「現在分詞を用いた後置修飾」を復習させる。

題 ◎ペア活動で行わせることで、全員が声を出す機会

把 ３．課題提示・解説 2 とする。【K:発声】
握 ◎「現在分詞を用いた後置修飾」との共通点や

文を用いて名詞を修飾する形 相違点を確認しながら簡単に説明する。

４．「接触節」の確認・練習 (20)
（１）基本文の確認・説明 １ ◎ペアで確認させる。【K:発声】
（２）英文和訳（発表） ３ ◎代表の生徒に答えを発表させる。【K:活躍】

課 （３）部分英作文 ３ ◎代表の生徒に答えを板書させる。【K:活躍・比較】
（４）ペア活動 ５ ◎ペア活動で行わせることで、全員が声を出す機会

題 とする。【K：発声】
（５）並べ替え ５ ◎代表の生徒に答えを板書させる。【K:活躍・比較】

追

●接触節の英文を正しく理解しているか。〔発表〕

求 （６）リスニング（発表） ３ ◎代表の生徒に答えを発表させる。【K:活躍】

・ ５．本文の内容把握 (20)
（１）新出語句の確認・練習 3 ◎生徒を指名し答えを推測・発表させる。【K:活躍】

解 （２）単語テスト 2
（３）本文の確認 2 ◎下位生徒への支援となるように班で行う。★視点②

決 ◎代表の生徒に答えを発表させる。【K:活躍】

●接触節の英文を正しく理解しているか。〔発表〕
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（５）音読練習 3 ◎ペア活動で行わせることで、全員が声を出す機会

とする。【K：発声】
（６）登場人物の確認 5 ◎班で登場人物の出身地・職業・キーワードを話し

合い、推測させる。【K:共有・決定】★視点②③
◎代表の生徒に答えを発表させる。【K：活躍】

ま ６．本時のまとめ 2
と ○接触節の確認 ◎ペア活動で行わせることで、全員が声を出す機会と

め ７．次時の連絡 する。【K：発声】
８．あいさつ １

５ 授業の考察

（指導助言） 福島県教育庁義務教育課 指導主事 渡部真喜子 先生

① 人権との関連、難しかった。「人権」という言葉は、小学校外国語活動研修 ガイドブック

には具体的に記載されている。学習指導要領には記載されていないが、外国語には記載されて

いる。今の時代ならではの言葉だが、人権と教科は密接に関連している。

② 人物の写真を見て茶化したことや、単語を読み間違えたのを見てみん

なで笑ったことをそのままにしたことが残念だった。それこそが人権教

育につながるのではないか。

③ 英語は先生のまねをして覚えていく。授業中はできるだけ英語を使い、

その上で自己表現の練習を増やしていけば、あの子たちならもっと伸び

る。

④ 代表の生徒だけでなく、できるだけ多くの生徒が賞賛されるような場面や機会を増やしてほ

しい。

（３）人権が尊重される環境づくり

① 人権教室の実施

ア 生徒

【１学年弁護士による人権教室】【２学年警察署員による命の教室】【３学年ＳＣによる思春期講座】

イ 教職員 弁護士による人権講話の実施

② Ｑ－Ｕ研修会（会津大苅間澤先生との各学級の分析）
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（４）成果と課題

① 成果

○「５つの Kを基盤とした授業実践」について
・１学期末と２学期末に全校生徒を対象に実施した『学習アンケート』の結果から、学び合いに

関する「話し合い活動を通して、自分考えを深めたり広げたりできている」の項目が全ての学

年で向上していた。教師側が５つの K を意識して授業をコーディネイトしたことで、生徒の学
習意欲の向上につなげることができた。

○「自ら学ぶ生徒」について

・研究授業の検証と学習アンケートの結果から、授業に前向きに取り組む生徒が増えていること

が分かる。どの学年においても８割前後の生徒が「家で、学校の授業の予習や復習をしている」

「自分の意見や練習の成果を発表できている」と答えており、自ら学ぶ生徒の育成につながっ

たと考えられる。

・５つの Kを授業に取り入れることにより、生徒の活躍の場を“具体的に”増やすことができた。
その結果、生徒に「達成感」や「成就感」を与え、学習意欲の向上と自ら学ぶ生徒の育成につ

なげることができた。

○「生徒の内面性を育む指導の工夫」について

・学習に関するアンケートの結果、「話し合い活動を通して、自分の考えを深めたり広げたりでき

ている。」の項目において、全学年で１学期と比べ２学期のポイントが上昇した（平均 87.6％）。
このことから、各教師が副主題を意識し「生徒の内面性を育む」ために５つの K、特に（比べ
る、共感・共有する）を取り入れた授業を実践したことが分かる結果となった。

・Q-U テストの結果、『学校生活満足群』の生徒の割合が、全学年とも全国平均を大きく上回っ
た。『非承認群』の生徒の割合も、全学年とも全国平均を下回っている。生徒の内面性が育った

結果、お互いに認め合う生徒が増え、学級内に自分の居場所があり、意欲的に学校生活を送っ

ていると考えられる。

・人権に関するアンケートでも、１学期にアンケートを行った時点で、各項目においてどの学年

も高いポイントであった。その中で、２学期に実施したアンケートの結果においても、多くの

項目で更にポイントが増加した。このことからも、今年度学校を挙げて取り組んできた人権教

育が着実に成果を上げたことがうかがえる。このことは、不登校生徒数の減少、特に新出不登

校生徒の減少という形でも表れている。

② 課題

○「５つの Kを基盤とした授業実践」について
・「学びのスタイル」についての教師アンケートの結果、「まとめとめあての整合性（振り返り）」

の項目は、昨年度に引き続き３．０に満たなかった。教科の特質にもよるだろうが、教師の授

業コーディネイト力にまだ課題が残る。

・各教科、各単元において、どの場面でどの K を使うのが最も効果的であるかを考え、実践する
ことが大切である。その結果、教師自身の授業コーディネイト力が向上し、生徒の学力向上へ

とつながることが期待される。

○「自ら学ぶ生徒」について

・授業へ取り組む姿勢に関しては、５つの K を基盤とした授業実践の成果もあり、意欲的に学習
する生徒が増えている。しかし、学習に関するアンケートの結果、１学年で「家で、学校の授

業の予習や復習をしているか。」「自分の意見や練習の成果を発表できているか。」の２項目に

関して減少した。今後は、家庭学習の内容や各教科における学習形態、発表場面の設定を工夫

していく必要がある。

○「生徒の内面性を育む指導の工夫」について

・人権に関するアンケートの結果「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思うか。」

の項目に関して、どの学年も 100 ％には達しなかった。Q-U テストの結果を見ても『侵害行為
認知群』『学校生活不満足群』に該当する生徒がいるのが現状である。今後も「生徒の内面性を

育む指導」を工夫しながら、全ての生徒が安心して学ぶことのできる学級・学校つくりに努め

ていく必要がある。
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２ 会津坂下町人権教育実践の記録 
   (2)  会津坂下町人権教育実践事例 

   ①  人権教育推進のための実践例 

   ② 会津坂下町人権教育講演会 

   ③ 会津坂下町基礎学力向上推進会議 

    授業研究会（人権教育授業研究会）・

人権教育講話会 

   ④ 会津坂下町人権教育研究発表会 

⑤  hyper-QU の活用 
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① 人権教育推進のための実践例 

 

 

 

 

 

 

№ 活 動 名 主 な 内 容 幼 小 中 

１ いいことみつけた 保護者にわが子のいいところを書いてもらい、壁面に掲

示し、自他のよさについて認め合う活動。 

   

２ わらべうた遊び 地域に伝わる「わらべうた遊び」を行う活動。    

３ ホワイトボードを活用

した予定表の掲示 

文字が読めなくても、絵などを表し、誰でも予定が分か

るようにする活動。 

   

４ 米ぬか雑巾で床みがき 保護者手作りによる米ぬか雑巾で床を磨き、みんなで園

舎をきれいにしようとする活動。 

   

５ お誕生日会 毎月１回の誕生日会を行い、生まれてきたことへの感謝

の機会とする活動。 

   

６ 祖父母感謝会 祖父母を招待し、触れ合うことで感謝を表す活動。    

７ ありがとう郵便 「ありがとう」の気持ちを友達に届け、思いやりや感謝

の気持ちを養う活動。 

   

８ 人権コーナーの設置 人権についての知識や理解を深めるための環境整備。    

９ 集団登校（地区児童会） 上級生が下級生の世話をしながら、登校したり、地区の

行事に参加したりする活動。 

   

10 弁護士によるいじめ防

止講話 

福島県弁護士会による「いじめ防止出前授業」の実施。（中

学１年） 

   

11 命を考える授業 警察署員による命を考える授業の実施。（中学２年）    

12 スクールカウンセラー

による思春期講座 

スクールカウンセラーにより思春期講座を実施。（中学３

年） 

   

13 人権についての教職員

研修 

弁護士による教職員対象の人権講話の実施。    

14 人権作文コンクールへ

の参加 

全校生徒が人権作文コンクールに参加することにより

「人権」について考えさせる活動。 

   

15 生き物とのふれあい

（飼育活動） 

生き物と触れ合うことを通して、生命の尊さについて考

えさせる活動。 

   

16 伝統野菜の収穫や文化

芸能体験 

地域の一員として、地域に伝わる伝統野菜や文化芸能に

触れる活動。 

   

17 縦割り班活動（異学年

交流） 

異学年交流を通して、互いのよさについて知ることがで

きる活動。 

   

18 人権に関する図書コー

ナーの設置 

人権に関する本を読むことにより、人権について知り、

考え、大切にしようとする気持ちを高める活動。 

   

19 地域活動（クリーン作

戦、資源回収） 

地域の一員として、地域の清掃をしたり、資源回収の手

伝いをしたりする活動。 

   

20 

 

人権擁護委員による人

権啓発活動 

町人権擁護委員による人権啓発活動の実施。    

21 あいさつ運動 登園・登校時に、あいさつをし、「あいさつ」を広めてい

く活動。 

   

人権教育推進のための環境づくり 

 会津坂下町として取り組んでいる「人権教育推進のための環境づくり」として一覧にまと

めた。幼小中単独で実践している内容もあるが、共通実践事項として、“一貫性”“共通性”

“継続性”をもって町全体として取り組むことで、自分も他の人も大切にし、安心して過ご

せる園・学校を作ることができると考える。 
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22 

 

人権の花運動 

 

花を育てることで、生命の尊さを実感し、豊かな心を育

み、優しさと思いやりの心を体得させることを目的に実

施。 

   

23  異校種間連携活動（幼

小・幼中・小中・幼高・

小高・中高） 

一つの学園構想のもと、異校種間の連携をより一層重視

してきた活動。 

   

24 ＰＴＡによる奉仕活動 幼稚園・小中学校のＰＴＡによる草刈り等の奉仕活動。    

25 命を守る活動 計画的に交通安全教室、避難訓練等を行うことにより、

命を大切にする、命を守る行動ができるようにする活動。 

   

26 地域の登下校の見守り 地区見守り隊による園児・児童・生徒の登下校を見守る

活動。 

   

27 地域を知る活動の実施 園児・児童・生徒が地域を知るための活動を積極的に教

育課程に組み込み実施。 

   

28 本の読み聞かせ 読み聞かせボランティアが本の読み聞かせを行うことに

より、本に親しませる活動。 

   

29 会津坂下町「学びのス

タイル」を意識した保

育・授業の実践 

自分も他の人も大切にする保育・授業を実践するために

「５つのＫ」（か 活躍させる）（き 共感・共有させる）

（く 比べさせる）（け 決定させる）（こ 声をださせ

る）を大事にした保育・授業を実践。 

   

 

実践事例１ ○16  伝統野菜の収穫や文化芸能体験 

地域の一員として、地域に伝わる伝統野菜や文化芸能に触れる活動。 幼・小 

 

幼幼幼幼    小小小小    中中中中    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例２ ○22  人権の花運動 

花を育てることで、生命の尊さを実感し、豊かな心を育み、優しさと思いやりの心

を体得させることを目的に実施。 

幼・小・中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼幼幼幼    小小小小    中中中中    

伝統野菜である小菊カボチャを高校生に教えてもらいながら栽培したり、和太鼓の演奏の仕

方を地域の方々に教えてもらったりした。安心して過ごせる園・学校を作るためには、地域と

の連携が不可欠である。 

町人権擁護委員と人

権の花運動を実施。みん

なで協力しながら花の

栽培を行うことで、生命

の尊さを実感し、思いや

りの心等を体得させる

ことができる。 
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実践事例３ ○23  異校種間連携活動 

一つの学園構想のもと、異校種間の連携をより一層重視してきた活動。 幼・小・中 

 

幼幼幼幼    小小小小    中中中中    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例４ ○29  会津坂下町「学びのスタイル」を意識した保育・授業の実践 

  自分も他の人も大切にする保育・授業を実践するために「５つのＫ」（か 活躍さ

せる）（き 共感・共有させる）（く 比べさせる）（け 決定させる）（こ 声をだ

させる）を大事にした保育・授業を実践。 

幼・小・中 

 

幼幼幼幼    小小小小    中中中中    

 

 幼稚園児が小学校に出向き学校探検を行ったり、中学生が幼稚園児との交流を行った

りする異校種間連携を、子どもの育ちと学びをつなぐ「一つの学園構想」のもとで行っ

てきた。異校種間連携を活発に行うことで、互いに思いやりの気持ちや優しい気持ちを

もって接することができ、自他を大切にする人権意識が高まった。 

会津坂下町「学びのスタイル」

を意識した保育・授業を町内幼

稚園、小中学校の全教員が行っ

ている。その中でも特に、教師

のコーディネートとして、「５つ

のＫ」を大事にした保育・授業

を行い、互いのよさや可能性を

認め合う活動を通して、自分も

そして他の人も大切にする保

育・授業を実践している。 

みんなの前で発表。 

『声を出させ、活躍させます』 

みんなで相談し 

『決定させます』 

自分の考えと友達の考えを 

『比べさせます』 

ペア学習で友だちと交流

し、友だちの考えに 

『共感させます』 
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② 令和元年度会津坂下町人権教育講演会 

 

１ 日時：令和元年８月２２日（木）１３：１５～１５：００ 

２ 会場：道の駅「あいづ 湯川・会津坂下」交流促進施設 会議室 

３ 講師：法務少年支援センター仙台所長 紀 惠理子 様 

４ 演題：心をはぐくむ～問題行動の理解と支援～ 

５ 講演会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 感想 

○ 少年鑑別所、法務少年支援センターについて、取り組みや対応などがわかりとても勉強になりま

した。子との関わり、親への援助など、向き合う中で、「問題解決の答えではなく、解決力のサポ

ートを」ということがとても心に残りました。解決力のサポートをいつでもできるように、自分自

身の力を高められるように、日々勉強していきたいと思います。 

○ 経験の少ない子どもにとっては、生きづらさの壁にぶつかった時、どうしたらよいか分からなく

なるのは仕方がない。周りの大人が気付いてあげることや子ども自身が大人に伝えられるような環

境を整えたり、支援したりすることが大切だと感じました。最後の方の「親のへ援助」の話、「連

携、組織的対応」の話は、日頃から大切なことだと自分でも実感しています。頭では考えられるの

ですが、スムーズに進めていけるように組織的に動けるように努力する必要があると思いました。 

○ 印象に残ったことがいくつかあります。生徒が問題を起こした時、自分としてはよく事実の確認

に力を入れるが、その時に生徒がどう感じ、どういうふうに見て、どう感じているのか、その辺の

ことにもっと目を向けていかなければならないと感じました。支援者の視点から、問題の指摘のみ、

説教は効果なし、本当はどうなりたいのか、何をしたいのかを本人と一緒に考える。このことを強

く感じ今後にいかしたい。「怒りは敗北」大切です。身に染みて感じます。親への援助、「まずは親

への労いの言葉が大事」気をつけなければと感じました。 

○ なぜそういった行動をしてしまうのか、その背景や思いを考えることが大切だとわかりました。

すぐに子どもが変わることを期待したり、無理やり変えようとするのではなく、小さな成長を認め

たり、本当はどうしたいかを一緒に考えることを心がけていきたいです。 
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③ 令和元年度会津坂下町基礎学力向上推進会議授業研究会（人権教育授業研究会）・人権

教育講話会 

１ 日時  ：令和元年９月４日（水）１３：１５～１６：４０ 

２ 会場  ：会津坂下町立坂下東幼稚園、会津坂下町立坂下東小学校 

３ 公開授業：幼小連携・生活科、外国語活動、算数科、学級活動 

４ 人権教育指導助言者：福島県教育庁義務教育課指導主事      藤原  謙 様 

福島県教育庁会津教育事務所主任指導主事  博多 弘泰 様  

 福島県教育庁会津教育事務所指導主事       平塚  学 様 

             喜多方市立慶徳小学校長          石田 秀喜 様 

                     湯川村立湯川中学校教頭                   鈴木 雅彦 様 

５ 分科会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 外国語活動 】                 【 算数科 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 学級活動 】               【 幼小連携・生活科 】 

６ 授業の感想 

＜幼小連携・生活科＞ 

 ○ 小学生と幼稚園の幼児が関わり合うことでもたらす育ちや気づきが多かったと思う。地域の人や

異年齢と関わる機会を教師がつくっていく役割は大切だと思った。授業では、子どもたちの声を共

感共有し、代弁している姿があった。そのような教師が子どもに寄り添う姿を参考にしていきたい。 

 ○ ２年生と年長児がとてもあたたかい雰囲気の中で取り組めていたと感じました。２年生がただ、

年長児に「やってあげる」ではなく、「できるように手助けしてくれる」姿が見られ、成長と日々

の学校や生活の中での経験が積み重ねられていると思いました。小学校と幼稚園の職員同士が何度

も打合せをして進めていった授業の成果が出ていたと感じました。 
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＜外国語活動＞ 

 ○ 子どもたちが楽しそうに授業に取り組んでおり、先生のこれまでの準備に頭が下がりました。「外

国語はとにかく耳馴れさせること」との指導の先生の話を聞き、私も子どもと共に学んでいきたい

と感じました。 

 ○ 指導者の「ＯＫ」「very good!」等、子どもたちにかける言葉がとても心地よく、活動的な授業

は、あっという間に終了した。見ていて大変楽しく、気持ちのよい授業でした。 

＜算数科＞ 

 ○ 子どもの声からつくる算数の授業でした。発問の流れも授業もすばらしかった。子どもを活動さ

せ、しっかりまとめているができた授業でした。見習いたいです。 

 ○ 会津坂下町の学びのスタイルをもとに授業が進められていた。子どもの意欲を引き出し、活発な

授業になっていた。自然と子どもたちの意見が出ていて、進められていたので、とてもよいと思っ

た。 

＜学級活動＞ 

○ いじめの授業について、導入では前時の活動を振り返り、資料提示もありよかったと思います。

先生の行動宣言もあり、「先生がみんなを守ります」の言葉が印象的でした。担任の強い思いを感

じました。繰り返し子どもたちに伝えていくことが、いじめをなくす、見つけたら仲裁者になる子

を育てていくことにつながっていくと思いました。 

○ 取扱いが難しい「いじめ」についての授業を見せていただき、様々なことを学ぶことができまし

た。本音で語ることはなかなか難しいことですが、外に出せない内なる思いを少しでも引き出すこ

と、いじめは絶対にやってはいけないことを今後も指導していきたいと思います。 

 

７ 人権教育講話会 

 ○ 演題：人権教育の視点から授業を考える   ※アニメ「めぐみ」視聴 

○ 講師：福島県教育庁義務教育課指導主事   藤原  謙 様 

○ 講話会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 人権教育講話会の感想                   

 ○ 人権教育を難しく考えていました。５Ｋを意識した保育・授業が人権につながっているというこ

とでとても安心しました。５Ｋについて詳しく説明していただいたので、これからも５Ｋを意識し

ながら、人権の視点も大切にし、保育・授業をしていきたいと思います。 
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 ○ 人権の目標は、自分の大切さとともに他の人の大切さを求めることを再確認し、また、人権が尊

重される授業づくりの視点である５Ｋについて深く学ぶことができた。「よい授業は、よい人権教

育である。」ということを知り、これからも５Ｋを大切にし、子どもたちの資質や能力を伸ばせる

保育を行っていきたい。 

 ○ 授業に向けた教師の取組み方や子どもとの向き合い方など、明確に見ることができた。また、教

師自身が人権について深く学び、それをわかりやすく子どもたちに伝えていくこと、考えさせてい

くことが大切になってくると感じた。 

 ○ ５Ｋにしっかり取り組んでいくことが人権教育につながることを感じた。ＬＧＢＴ、以前の学校

でそう自認する生徒がいたが、これからはどこの学校でもありえる問題になりつつあると感じてい

る。 

 ○「よい授業は、よい人権教育である」子ども達一人一人に気持ち新たに接していきたいと思います。 

 

④ 令和元年度会津坂下町人権教育研究発表会 

１ 日時  ：令和元年１１月２８日（木）１３：００～１６：４５ 

２ 会場  ：会津坂下町立坂下中学校 

３ 公開授業：道徳科、学級活動、英語科 

４ 指導助言者：福島県教育庁義務教育課指導主事   藤原  謙 様 

福島県教育庁義務教育課指導主事   渡部真喜子 様 

        福島県教育庁会津教育事務所指導主事 佐藤 容子 様 

５ 分科会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   【 道徳科 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 英語科 】                  【 学級活動 】 
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６ 授業の感想 

 ＜道徳科＞ 

 ○ 子どもたちの学びに向かう姿勢、そしてお互いの意見を聞き合う姿に本当に感動しました。普段

からの関わりの深さと教師と子ども、子どもと子どもの人間関係がしっかりと確立していることが

伝わってきました。子ども一人ひとりの考えを持たせる時間の確保、他者との関わり（対話）の中

で多面的・多角的な見方や考え方をさせるための思考ツールの工夫等、本当に参考になるものばか

りでした。 

 ○ 決まった子だけが話さない、全員が自分の考えを持って発言できるところが、今までの学級づく

りの結果なのだと感じました。グループ活動の時も一人一人が柱に付箋を貼り、意見を言っていた

ので、とても参考になりました。今、自分はどこにいるのか、授業後自分はどこに変化したのか、

子どもたちの考えがわかるような工夫を今後も行えるようにしていきたいです。板書は特に勉強に 

なりました。とても内容の深い楽しい雰囲気のある授業をありがとうございました。 

○ 授業を参観して感じたことは、先生と生徒の関係がよいということです。先生の優しい言葉かけ、

一人一人を受け入れている姿が印象的でした。その中でも、学びのスタイル５Ｋがしっかりされて

いました。とても素敵な授業ありがとうございました。 

 ＜学級活動＞ 

 ○ ＬＧＢＴについて学ぶことは、性の多様性について学ぶことかもしれないが、人間の生き方の多

様性について考える時間になると思った。いろいろな人がいて、いろいろな生き方があることを理

解することが人権教育であると考える。担任としては深い知識がないと授業できないし、授業を進

める上でも担任の人間性や人柄も大切だと思った。 

 ○ ＬＧＢＴについての知識を得ることだけを目的とせず、アンケート等を活用して自分事として捉

えさせ、グループで話し合ったことで、生徒のＬＧＢＴに対する理解をしっかりと深めることを目

的とした授業が実践されていたように思いました。 

 ○ 性についてオープンに話し合い、子ども達からも活発な意見や積極的な発言が見られ驚いた。こ

のような授業があることで、ＬＧＢＴだけはなく、様々な方々の立場になって気持ちを考えられる

ようになると思う。 

＜英語科＞ 

 ○ グループ、ペアでの活動がたくさん取り入れられており、子ども達が発言したり、活躍する機会

が多くありよかったと思います。 

 ○ グループで授業することで、子ども達が楽しく、不安な気持ちをあまり持たずに、授業に参加で

きるのだと思った。また、自分たちで決めたグループであるため、声も大きく、たくさん出ていて、

英語の習得にもつながっていくのではないかと思った。先生が生徒の発言に対し「good! イイ

ネ！」などと声をかけたり、生徒一人一人に合わせて質問したりして、５Ｋを大切にした（人権を

意識）援助、指導をみることができました。勉強になりました。 

 ○ 英語でどのように人権教育の授業が展開されるのか？と興味があり参観しました。ぺア活動を多

く取り入れ、共感したり、他者の意見に気づかせたりすることで、推進テーマにつながっているこ

とを感じました。生徒同士が教え合う姿も多く見られました。テンポのよい授業の進め方、クイズ

形式で意欲的に参加できる授業形態などの工夫がなされていて、途中途中に状態をそろえる場面も

あり、素晴らしい授業だと思いました。 
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７ 講演会 

 ○ 演題：震災、命、絆 

○ 講師：フリーアナウンサー  大和田 新 様 

○ 講演会の様子 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 講演会の感想 

 ○ 福島県に住んでいるのに、東日本津波原発大震災の大変なところから目を背けていました。正し

い情報を伝えていくこと、現状を私自身が理解すること、命の大切さを伝えていくことをこれから

行っていきたいです。 

 ○ 忘れかけていた震災のことをもう一度振り返り、命について考えることができた。我が子やクラ

スの子に命の大切さや震災のことについて本当のことを伝えていきたい。 

 ○ 相双地区に住んでいる者として、また、教育に携わる者として今日の講演を拝聴でき、大変感銘

を受けたとともに、使命感がわいてきました。私たちが被災者の心の奥にある、知り得なかった思

いを大和田様に代弁していただきました。まだまだ、悲しみや苦しみに包まれた家庭にいる子ども、

保護者が多くいるということを心に留めながら、被災地に生きる者としてできることを考えていき

たいです。 

 ○ 震災について語られることが少なくなった今、改めて８年前のことを思いました。復興、復興と

叫ばれて福島の再興が当たり前になっていましたが、大和田さんが話されたように、家族をなくし

た人たちの思いは変わらないまま、悲しみが続いていることを痛感しました。伝えていく責任を持

ち、防災に関する意識、知識を私たち教員が子ども達に教えていくことの必要性を強く感じました。

命の重さ、命をつないでいくことの大切さ、色々なことを考え直す大変よい機会をいただいたこと、

本当にありがたく思います。 

 ○ 私は震災について何を知っていたのだろうと思う講演でした。「被災者責任」の気持ちを胸に、

多くの人に伝えていかなければいけないと思いました。 

 ○ 防災教育として、８年８ケ月前の大震災をまだ生まれていなかった子どもたちに伝えていくこと、

過去のことを今のこととして教える大切さを学びました。また、福島の中でも震災時の状況が違う

こと（知らない情報）を講演をとおして知ることができました。 

 ○ 震災について知らない子ども達と過ごしています。どう伝えればよいのか、とても悩みます。伝

える以前に、自分はどれだけのことがわかっているのか？どう考えているのか？命について「小さ

いからわからないだろう」ではなく、話をしていく機会ももってみたいと思いました。自分も他者

も大切にできる子どもを育てられるよう子どもとの関わりを見直していきたいです。 



71 

 

⑤ hyper-ＱＵの活用 

 

１ 坂下南小学校の取組 

年２回 hyper-QU を実施し、よりよい学級集団

づくりや児童理解などに活用している。 

また、実施するごとに会津大学教授 苅間澤

先生と懇談し、各学級の結果から具体的なご指

導をいただき学級経営に生かしている。 

 

 

 

２ 坂下東小学校の取組 

○ ５月２１日（火） … 第１回 hyper-QU を実施 

○ ７月１１日（木） … 校内 QU 研修会を実施し、会津大学教授 苅間澤先生から分析結果の見

方やよりよい学級集団づくりのためのポイントなどを具体的にご指導い

ただいた。 

○１０月 ３日（木） … 第２回 hyper-QU を実施 

○１０月２９日（火）・１１月 ５日（火） 

   担任が個別に苅間澤先生よりご指導いただいた。 

 

これらの研修会やご指導を生かして、望ましい 

学級集団づくりに努めている。 

 

３ 坂下中学校の取組 

  会津大学教授 苅間澤先生と時間を分け各学年の研修会を行った。中学校では、担任ばかりでなく

担当学年教員全体で指導するため、各学年担当教員（担任、副担任）と苅間澤先生により、一クラス

ずつ分析し、学級全体の様子は勿論、気になる生徒についての情報共有を行った。そのため、学年全

体で指導する体制が確立され、大変有効であった。 
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２ 会津坂下町人権教育実践の記録 

(3) 人権に関するアンケート集計結果 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　　１　子どもたちのよいところを認め、気持ちを大切にしていますか。（教職員）

人権に関するアンケート集計結果

　　１　自分のよいところがわかり、自分の気持ちを大切にしていますか。（児童生徒）

　　１　お子さんのよいところが分かり、気持ちを大切にしていますか。（保護者）

町内の児童生徒、保護者、教職員を対象に人権に関するアンケート調査を行った。設問について

は、１０項目に絞り、それぞれの項目を児童生徒、保護者、教職員とリンクさせることにより、比

較できるようにした。また、２年間の中でその変容を見ることとした。

○ 調査対象：町内小学３年生～中学３年生 １年次（平成３０年７月調査）

２年次（令和元年１０月調査）

○ 調査対象：町内小・中学校保護者 １年次（平成３０年９月調査）

２年次（令和元年１０月調査）

○ 調査対象：町内幼稚園・小中学校教職員 １年次（平成３０年７月調査）

２年次（令和元年１０月調査）

平成３０年度と令和元年度の変容をみると、設問や調査対象によって多少の差はあるが、令

和元年度の方が概ねプラス回答が多くなっている。特に、児童生徒の回答においては、プラス

回答が多い。２年間の研究の成果であると考える。

児童生徒の「自分のよさがわかり、自分の気持ちを大切にしている」と回答している割合が増えて

いる。また、保護者、教職員のプラス回答の割合が増えている。
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　　２　友だちのよいところがわかり、友だちの気持ちを大切にしていますか。（児童生徒）

　　２　お子さんに、友だちのよいところに気づかせ、「友だちの気持ちを大切にしなさい。」と話をしていますか。（保護者）

　　２　子ども同士のよいところに気づき、気持ちをつなげるような働きかけをしていますか。（教職員）

　　３　他の人の考えや立場を大切にしていますか。（児童生徒）

　　３　お子さんの話をよく聞いて、気持ちを理解しようとしていますか。（保護者）

　　３　子どもたちの話をよく聞いて、気持ちを理解しようとしていますか。（教職員）

児童生徒の「友だちのよいところがわかり、友だちの気持ちを大切にしている」と回答している割合が増え

ている。自分はもちろん、他の人のよさについてもわかろうとすることはとても大切である。

人の考えや立場を大切にすることは、人の話をよく聞き、その気持ちを理解しようとすることからはじまる。

平成３０年度と比べ、児童生徒、教職員のプラス回答の割合が増えている。

75 



　　４　人にはいろいろな考えや感じ方があることをお子さんに話をしていますか。（保護者）

　　４　人にはいろいろな考えや感じ方があることを指導していますか。（教職員）

　　５　自分の考えや立場は大切にされていますか。（児童生徒）

　　５　家庭では、お子さんの考えや立場を大切にしていますか。（保護者）

　　５　子どもたちの考えを大切にして、学級経営に生かしていますか。（教職員）

　　４　考えや感じ方には、人それぞれ違いがあってよいと思いますか。（児童生徒）

児童生徒は「考えや感じ方には、人それぞれ違いがあってもよい」と考える子がほとんどであり、そのよさに

ついてもよく理解している。また、教職員はこのことについて全員が「指導している」と回答している。

児童生徒の「自分の考えや立場は大切にされている」と回答する割合や保護者の「子どもの考えや立

場を大切にしている」と回答した割合が増えている。
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　　６　いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。（児童生徒）

　　６　いじめは、どんな理由があってもしてはいけないことであることをお子さんに話をしていますか。（保護者）

　　６　いじめは、どんな理由があっても決して許されないという指導を心掛けていますか。（教職員）

　　７　人が困っている時は、進んで助けていますか。（児童生徒）

　　７　他の人が困っている時、お互いに助け合うことが大切であることをお子さんに話していますか。（保護者）

　　７　他の人が困っている時、お互いに助け合うことが大切であることを指導していますか。（教職員）

「いじめは、どんな理由があってもしてはいけない」と考える割合がほとんどであり、児童生徒、保護者ともに

プラス回答の割合が増えている。また、教職員の全員が児童生徒に対し、「いじめは決して許されない」という

指導を行っている。

児童生徒の「人が困っていたら進んで助ける」と回答した割合が増えている。保護者、教職員もこ

のことについて、子どもたちによく話をしている。

77 



　　８　学校は、学び合う学級作りをしていると思いますか。（保護者）

　　８　学び合う学級づくりに努めていますか。（教職員）

　　９　まわりの人（友だち、家族、学校の先生）は、あなたが、がんばったことを認めてくれますか。（児童生徒）

　　９　お子さんのがんばりを認めていますか。（保護者）

　　９　子どもたちのがんばりを認めていますか。（教職員）

　　８　友だちのよいところに学ぶところがありますか。（児童生徒）

「学び合う学級づくり」は互いのよさを認め合うことにつながる。児童生徒の「友だちのよいところに学ぶ

ところがある」と回答した割合も増えており、教職員も学び合う学級づくりに努めている。

児童生徒の「まわりの人は、がんばったこと認めてくれる」と回答した割合が増えている。児童生徒のがん

ばりについては、保護者、教職員ともに、多くの人が認めていることがわかる。
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　　10　お子さんの将来の夢や目標の実現に向けて、前向きに話すようにしていますか。（保護者）

　　10　将来の夢や目標の実現に向けて、具体的な話をしていますか。（教職員）

　　10　将来の夢や目標をもっていますか。（児童生徒）

児童生徒の「将来の夢や目標をもつこと」については、プラス回答が若干であるが減っている。今後

も引き続き、児童生徒が将来の夢や目標をもち、生き生きとした生活を送ることができるよう、具体

的な働きかけをより一層行っていきたい。
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２ 会津坂下町人権教育実践の記録 
   (４)  資料 

   ①「一つの学園構想」リーフレット 

   ② 会津坂下町「学びのスタイル」 

   ③ 人権が尊重される授業づくりの視

点と会津坂下町「学びのスタイル」

教師のコーディネート『５Ｋ』の関

わり 

   ④「人権感覚」教職員チェックリスト 
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資料① 「一つの学園構想」リーフレット 
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資料②  会津坂下町「学びのスタイル」 
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資料③  人権が尊重される授業づくりの視点と 

会津坂下町「学びのスタイル」教師のコーディネート『５Ｋ』の関わり  
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資料④  「人権感覚」教職員チェックリスト 
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３ 研究のまとめ 
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３ 研究のまとめ 

 

（１）成果 

○ 教師が人権を意識し、一人一人を温かく受け入れてきたことで安心して生活し、様々なことに 

興味・関心をもつことができるようになった。 

○ 一つの学園構想のもと、幼稚園、小学校、中学校、高校などとの異校種間の連携や交流を活発 

に行うことで、互いに思いやりの気持ちや優しい気持ちをもって接することができ、自他を大 

切にする人権意識が高まった。 

○ 町人権擁護委員と人権の花運動を町内全ての幼稚園・小中学校で実施した。みんなで協力しな 

がら花の栽培を行うことで、生命の尊さを実感し、豊かな心を育み、優しさと思いやりの心を体 

得させることができた。 

  ○ 自分や自分に関わる人のよさについて気づいていくことは学校だけでは難しい。地域や家庭、

他の園や学校と連携や交流を進めることで、互いのよさを知り、認め合い、尊重し合う子どもを

育成することができる。町内の幼稚園・小中学校、家庭・地域が一体となって子どもたちを育て、

見守ってきたことで、自他のよさを知り、互いに尊重し合う子どもを育成することができている。 

○ 人権が尊重される授業づくりの視点と町「学びのスタイル」教師のコーディネート５Ｋを意識 

した授業づくりは関連しており、町「学びのスタイル」を意識した保育・授業を町内幼小中の全 

教員が行うことで、自分もそして他の人も大切にする保育・授業を実践することができている。 

○ 人権教育講演会や授業研究会を開催することで、教員の人権教育に関する理解が深まった。 

○ 人権教育推進のためのリーフレットや人権啓発カラーホルダーを作成し、町内幼小中全園児・ 

児童生徒に配布することで、本町の人権教育に関する意識を高めることができた。 

○ ２年間にわたり、町内小学３年生～中学３年生、町内小中学校保護者、町内幼小中学校教職員 

   計 ３５０４人（Ｈ30:1790 人 Ｒ元:1714 人）を対象に人権に関するアンケート調査を実施す

ることで、町内の人権に関する意識とその変化について把握することができた。 

 

（２）課題 

  ○ これまで、様々な人権教育推進の取組を行い、成果を上げることができたが、今後も一人一人

が安心して過ごせる園・学校をつくるために、幼稚園、小中学校、そして家庭・地域が一体とな

って人権を意識した取組を継続して行っていきたい。 

  ○ ２年間の取組により、教職員、園児、児童生徒の人権意識が芽生えてきている。今後もさらに、

自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする意識や意欲を育て、具体的な態度や行動に現れる

ようにしていきたい。 

○ 今後も継続して、普段の授業から町内の全教員が町「学びのスタイル」教師のコーディネート 

５Ｋを意識した授業づくりを実践し、一人一人を大切にした全員参加型の授業づくりを行えるよ 

うにしていきたい。 



 

 

 

 

 

 

笑顔あふれるまち、 

あいづばんげ 
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